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先
日
、
保
団
連

の
用
事
で
東
京
都

内
に
１
泊
し
た
。

ホ
テ
ル
に
は
大
勢

の
中
国
人
客
が
宿

泊
し
て
い
た
。
翌
朝
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
中
で
、
ホ
テ
ル
の
大

き
な
台
車
に
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら

ん
だ
軽
量
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
４

〜
５
個
も
積
ん
だ
男
性
と
一
緒

に
な
っ
た
。「
こ
れ
、
全
部
買

い
物
。
友
達
や
親
類
に
頼
ま
れ

て
い
る
か
ら
ね
」
と
流
ち
ょ
う

な
日
本
語
で
言
う
。
玄
関
で
は

同
じ
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
荷

物
の
そ
ば
で
貸
し
切
り
バ
ス
を

待
つ
団
体
客
が
い
た
▼
ユ
ー
ロ

圏
の
国
々
の
財
政
悪
化
を
尻
目

に
、
中
国
の
若
い
富
裕
層
の
購

買
力
の
す
さ
ま
じ
さ
か
ら
、
中

国
国
内
の
好
景
気
を
確
認
で
き

た
。
大
阪
や
神
戸
で
も
、
規
模

は
小
さ
く
て
も
同
じ
よ
う
な
光

景
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
▼

東
京
へ
出
か
け
る
た
び
に
感
じ

る
の
だ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放

出
量
が
大
阪
と
は
比
較
で
き
な

い
く
ら
い
大
き
い
。
地
下
鉄
に

乗
っ
て
あ
ち
こ
ち
動
い
て
み
る

と
よ
く
わ
か
る
。
東
京
・
丸
の

内
界
隈
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
次
の

街
の
近
く
で
減
衰
し
か
け
る

と
、
ま
た
別
の
種
類
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
新
宿

で
も
渋
谷
で
も
、
銀
座
で
も
上

野
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
減
っ

て
い
か
な
い
の
だ
▼
大
阪
で
は

こ
う
は
い
か
な
い
。
Ｊ
Ｒ
大
阪

駅
を
離
れ
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
急
速
に
減
衰
す
る
。
先
日
、

大
阪
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
橋
下
市

政
が
誕
生
し
た
。
彼
の
大
阪
都

構
想
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
噴
出
を
効
率

よ
く
推
し
進
め
る
た
め
の
切
り

札
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
▼
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
成
熟
し
た
街
の
た
た

ず
ま
い
も
ほ
し
い
。
若
者
た
ち

の
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
働
く
姿
も

見
た
い
。
女
性
が
安
心
し
て
仕

事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
社
会

の
仕
組
み
も
ほ
し
い 

（
硝
子
）

今 　 号　の　記　事今 　号　の　記　事

詳報　第80回評議員会 4・５面

８面特別研より
ポストパンデミックのインフルエンザ診療

研
面
究

防災計画見直し再要請への神戸市回答 ３面

３歳まで
２％
３歳まで
２％ ４歳まで

２％
４歳まで
２％

就学前まで
７％
就学前まで
７％
小３まで
10％
小３まで
10％

小６まで
５％
小６まで
５％

県制度のみ
７％
県制度のみ
７％

２歳まで
2％
２歳まで
2％

中３まで
63％
中３まで
63％

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充
し
、「
中
３
ま
で
無
料
」
を
独
自
で
実
現
し
て
い
る
県

下
の
自
治
体
が
、
通
院
で
前
年
度
か
ら
２
倍
に
増
え
、
入
院
で
は
全
市
町
の
う
ち
６
割
を
超

え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
患
者
負
担
軽
減
を
求
め
る
協
会
の
請
願
署
名
運
動

や
、
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
と
行
っ
て
き
た
自
治
体
要
請
な
ど
の
成
果
と
み
ら
れ
る
。
協

会
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
実
施
自
治
体
を
地
図
で
示
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
（
今

号
付
録
）。
運
動
の
成
果
を
患
者
・
住
民
に
知
ら
せ
、
現
在
協
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
の
実
現
を
求
め
る
請
願
」
署
名
促
進
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

は
「
２
歳
ま
で
無
料
」
か
ら

「
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
」

ま
で
様
々
だ
。

　

特
徴
は
、
昨
年
と
今
年
で

「
中
３
ま
で
無
料
」
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
。
通

院
で
「
中
３
ま
で
無
料
」
が

前
年
の
３
市
町
（
７
％
）
か

ら
６
市
町
へ
と
倍
増
。
入
院

で
「
中
３
ま
で
無
料
」
は
26

市
町
で
県
下
自
治
体
の
63
％

に
広
が
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
西
宮
、
小

野
、
た
つ
の
、
相
生
、
赤
穂

各
市
と
福
崎
町
の
５
市
１
町

で
は
、
通
院
で
も
入
院
で
も

「
中
３
ま
で
無
料
」
を
完
全

実
施
し
て
い
る
。

　

自
治
体
規
模
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
財
政
が
厳
し
い
傾
向

が
あ
る
が
、
実
際
に
は
全
29

市
の
う
ち
、
入
院
が
「
中
３

ま
で
無
料
」
は
20
市
（
69

％
）
と
最
多
。
一
方
、
全
12

町
の
う
ち
、
入
院
が
「
中
３

ま
で
無
料
」
は
６
町
。
実
施

割
合
は
50
％
で
都
市
部
よ
り

低
い
。

遅
れ
目
立
つ
神
戸
市

　

他
方
、
豊
岡
、
洲
本
、
淡

路
の
３
市
は
県
制
度
の
み
で

単
独
の
助
成
措
置
は
実
施
し

て
お
ら
ず
、
他
の
市
町
と
の

格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

県
下
最
大
の
政
令
指
定
都

市
で
あ
る
神
戸
市
は
、
入
院

で
は
「
中
３
ま
で
無
料
」
だ

が
、
通
院
で
は
「
０
歳
児
の

み
」
し
か
実
施
し
て
お
ら

昨
年
度
比　

昨
年
度
比　

通
院
で
倍
増
、入
院
は
６
割
に

通
院
で
倍
増
、入
院
は
６
割
に

５
市
１
町
で
通
・
入
院

と
も「
中
３
ま
で
無
料
」

　

県
下
各
自
治
体
の
医
療
費

助
成
制
度
は
、
県
制
度
を
ベ

ー
ス
に
、
助
成
対
象
者
を
広

げ
る
な
ど
単
独
制
度
を
上
乗

せ
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
内
容
は
市
町
に
よ
っ
て
異

な
り
、
通
院
で
は
「
０
歳
ま

で
無
料
」
か
ら
「
中
学
３
年

ま
で
無
料
」
ま
で
、
入
院
で

県下こども
医療費助成

広
が
る「
中
３
ま
で
無
料
」

広
が
る「
中
３
ま
で
無
料
」

ず
、
実
施
し
て
い
る
市
町
の

中
で
は
も
っ
と
も
水
準
が
低

い
。県

・
国
の
制
度
改
善
で

「
誰
で
も
ど
こ
で
も
」を

　

県
下
の
ど
こ
で
も
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
共
通
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
県
制
度
を
拡

充
す
る
こ
と
が
必
要
。
同
時

に
、
全
国
ど
こ
で
も
無
料
を

実
施
す
る
た
め
に
は
、
国
が

健
康
保
険
制
度
自
体
で
無
料

化
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。

　

協
会
が
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
請
願
署
名
は
、
定
額
患

者
負
担
増
案
の
撤
回
と
と
も

に
、「
中
学
卒
業
ま
で
の
子

患者負担軽減の
　請願署名にご協力を

クイズで考える日本の医療
好評受付中！ （１月末まで）

○
窓
口
定
額
負
担
増
撤
回
を

○ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を

無
料
に

○
現
役
世
代
は
２
割
に

○
消
費
税
増
税
は
中
止
を

署名とクイズチラシの追加注文は、☎078－393－1807まで

　

医
療
ク
イ
ズ
を
解
い
て
景
品
ゲ
ッ

ト
！　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
を
窓
口
に
設
置

い
た
だ
き
、
医
療
機
関
で
取
り
ま
と
め

て
協
会
へ
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

自治体要請など運動実る

兵庫県内市町の子どもの医療費助成の独自上乗せ
市町名 通院 入院 所得制限
神戸市 ０歳のみ無料 中３まで無料 あり
尼崎市 ２歳まで無料 小３まで無料 あり
西宮市 中３まで無料 中３まで無料 あり
芦屋市 ２歳まで無料 中３まで無料 あり
伊丹市 就学前まで無料 中３まで無料 あり
宝塚市 就学前まで無料 中３まで無料 あり
川西市 就学前まで無料 小６まで無料 あり
三田市 小６まで無料 中３まで無料 なし

明石市
就学前まで無料。小１～小３
は１日700円、月1400円まで自
己負担。小１～小６の住民税
非課税世帯は無料

中３まで無料 就学前と
中学生はなし

加古川市 小３まで無料 小３まで無料 小３までなし
高砂市 小３まで無料 中３まで無料 あり

三木市 就学前まで無料。小１～中３
は県と同じ助成 中３まで無料 あり

小野市 中３まで無料 中３まで無料 なし
加東市 小３まで無料 中３まで無料 あり
西脇市 小３まで無料 中３まで無料 あり
加西市 小３まで無料 中３まで無料 あり
姫路市 ２歳まで無料　 ２歳まで無料 ２歳までなし
宍粟市 小６まで無料 中３まで無料 なし
たつの市 中３まで無料 中３まで無料 なし
相生市 中３まで無料 中３まで無料 あり
赤穂市 中３まで無料 中３まで無料 あり
養父市 就学前まで無料 就学前まで無料 あり　　

朝来市 就学前まで無料。小１～小３は
県制度。小４～小６は２割負担 中３まで無料 あり

丹波市 ２歳まで無料　 中３まで無料 あり

篠山市 ２歳まで無料。３歳～小６は
県と同じ助成 中３まで無料 あり

南あわじ市
２歳まで無料。３歳～就学前
は１日500円、月1000円まで自
己負担

小３まで無料 あり

猪名川町 就学前まで無料 中３まで無料 なし
稲美町 就学前まで無料 中３まで無料 なし
播磨町 小３まで無料 小３まで無料 小３までなし
多可町 小３まで無料 中３まで無料 あり
神河町 就学前まで無料 就学前まで無料 あり

市川町
３歳になって最初の３月末ま
で無料。それ以上～小６は県
と同じ助成

３歳になって最初
の３月末まで無
料。それ以上～小
６は月3200円まで
自己負担

あり

福崎町 中３まで無料 中３まで無料 あり
太子町 独自助成なし 中３まで無料 あり

佐用町 小６まで無料。中３まで県と
同じ助成

小６まで無料。中
学生は月3,200円
まで自己負担

あり

上郡町 就学前まで無料 就学前まで無料　 あり
香美町 ５歳まで無料　 ４歳まで無料　　 あり
新温泉町 小３まで無料　 中３まで無料　　 なし
独自助成なし（県制度だけ）：豊岡市、淡路市、洲本市
県制度： 小３まで、１医院１薬局あたり

１日800円、月２回（1600円）ま
で自己負担。小４から小６まで
２割負担

小３まで、１割負
担で月3200円まで
自己負担。小４～
中３は２割負担

０歳だけなし
１歳以上あり

「入院・中３まで無料」は63％に拡大

本
紙
に
ポ
ス
タ
ー
同
封

ど
も
は
無
料

に
」
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
署
名
を
広
げ

て
い
た
だ
き
た

い
。

―安心して受けられる医療の実現を―



国民と手をつなぎ医療再生を国民と手をつなぎ医療再生を

２０１１年(平成２３年)１２月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１６７３号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

会
員
訃
報

吉
野　

悌
子
先
生

西
宮
市
・
準
会
員

10
月
23
日　

享
年
84
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

憲
法
県
政
の
会
が
臨
時
総
会

　

震
災
復
興
と
医
療
再
生
に
必

要
な
診
療
報
酬
改
定
を―

―

。

医
療
改
善
を
求
め
医
師
・
歯
科

医
師
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
ド
ク

タ
ー
ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
２
０
１
１
」
メ
イ
ン
企
画

と
し
て
、
11
月
20
日
に
「
震
災

復
興
・
医
療
再
生
ド
ク
タ
ー
ズ

つ
い
て
、「
両
病
院
の
許
可
病

床
数
か
ら
新
病
院
の
病
床
数
を

減
算
し
た
１
７
０
床
の
活
用

を
」
と
の
同
会
の
要
望
に
対

し
、
県
は
「
新
病
院
の
後
方
支

援
機
能
を
担
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
有
効
に
活
用
し
た
い
」
と
述

べ
、「
尼
崎
病
院
は
建
物
を
残

し
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
活

用
さ
せ
た
い
。
塚
口
病
院
は
老

朽
化
が
著
し
い
た
め
既
存
建
物

の
撤
去
が
前
提
」
と
し
た
。
同

会
は
「
塚
口
病
院
跡
地
に
も
病

院
を
と
い
う
の
が
署
名
の
願
い

だ
。『
医
療
・
福
祉
施
設
等
の

誘
致
に
努
め
る
』
と
い
う
基
本

計
画
を
遵
守
し
て
ほ
し
い
」
と

強
く
訴
え
た
。

ドクターズ・デモンストレーション2011ドクターズ・デモンストレーション2011

白衣姿でアピールする八木理事（右２人目）、川村理事（同３人目）ら

アスベスト被害者救済へ決意をあらたに

医師・歯科医師ら2500人が東京でアピール

ウ
ォ
ー
ク
」
が
東
京
・
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
、
２
５

０
０
人
（
う
ち
医
師
・
歯
科
医

師
８
０
０
人
）
が
集
ま
っ
た
。

兵
庫
協
会
か
ら
川
西
敏
雄
副
理

事
長
、
八
木
秀
満
・
池
本
恒
彦

・
川
村
雅
之
各
理
事
ら
７
人
が

参
加
し
た
。

　

主
催
者
あ
い

さ
つ
し
た
植
山

直
人
実
行
委
員

会
事
務
局
長

は
、
９
月
23
日

に
東
日
本
大
震

災
被
災
地
の
宮

城
県
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
震
災

復
興
と
医
療
再

生
」
を
、
10
月

22
日
か
ら
11
月

３
日
ま
で
北
海

道
、
大
阪
、
東

京
、
福
岡
の
各

会
場
で
ド
ク
タ

ー
ズ
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
成
功
さ
せ

た
の
を
受
け
て
本
日
を
迎
え
た

と
経
過
を
説
明
し
た
。

　

植
山
先
生
は
、
長
年
の
医
療

費
と
医
師
数
の
抑
制
策
に
よ
る

医
療
崩
壊
の
進
行
に
加
え
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
よ
り
混
合
診
療
が
解
禁

さ
れ
る
と
国
民
皆
保
険
制
度
そ

の
も
の
が
崩
壊
す
る
と
し
て
、

「
医
師
・
歯
科
医
師
が
立
ち
上

が
り
、
国
民
と
手
を
つ
な
い
で

医
療
再
生
の
た
め
、
が
ん
ば
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

集
会
で
は
、
岩
手
・
宮
城
・

福
島
の
被
災
地
各
県
か
ら
発
言

が
あ
り
、
被
災
地
の
医
療
現
場

で
は
、
ま
だ
戦
場
の
よ
う
な
状

況
で
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
復
興
を
妨
げ
格
差
を
広
げ

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
が
訴
え
ら
れ
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
銀
座
を

経
て
東
京
駅
近
く
ま
で
ド
ク
タ

ー
ズ
ウ
ォ
ー
ク
を
行
い
、
沿
道

の
人
々
に
震
災
復
興
・
医
療
再

生
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か

け
た
。

２
０
１
３
年 

県
知
事
選
挙
に
向
け
討
議

政策や宣伝内容について活発に討議

　

協
会
も
参
加
す
る
「
憲
法
が

輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会

（
憲
法
県
政
の
会
）」
は
11
月

６
日
、
神
戸
市
勤
労
会
館
で
第

７
回
臨
時
総
会
を
開
催
。
加
入

団
体
・
地
域
団
体
な
ど
か
ら
70

人
が
参
加
し
、
２

年
後
の
知
事
選
挙

に
向
け
た
活
動
方

針
を
承
認
し
た
。

協
会
か
ら
武
村
義

人
副
理
事
長
が
同

会
の
代
表
幹
事
と

し
て
出
席
し
た
。

　

臨
時
総
会
は
、

こ
の
間
に
進
ん
だ

政
策
づ
く
り
の
到

達
点
、
候
補
者
選

考
委
員
会
の
設
置

な
ど
の
報
告
を
受

け
て
討
論
し
た
。

　

政
策
小
委
員
会

は
、
前
回
知
事
選

挙
の
政
策
を
土
台
と
し
つ
つ
、

発
展
さ
せ
る
べ
き
テ
ー
マ
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
防
災
・
自

治
体
論
を
あ
げ
、
原
発
ゼ
ロ
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
社
会
へ

の
転
換
を
め
ざ
す
な
ど
、
政
策

づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
と
し

た
。

　

候
補
者
選
考
委
員
会
は
、
加

盟
団
体
の
中
か
ら
分
野
別
に
主

な
団
体
と
し
て
６
団
体
か
ら
委

員
を
選
出
す
る
こ
と
と
し
、
幹

事
会
・
幹
事
団
体
代
表
者
会
議

に
報
告
し
確
認
を
受
け
る
な
ど

の
運
営
方
法
が
確
認
さ
れ
た
。

　

出
席
者
は
、
原
発
な
ど
の
政

策
か
ら
、
オ
レ
ン
ジ
の
シ
ン
ボ

ル
カ
ラ
ー
普
及
、
地
域
組
織
の

立
ち
上
げ
や
学
習
会
の
開
催
な

ど
、
活
発
に
議
論
し
た
。

県
塚
の
会

県
塚
の
会  

署
名
８
４
４
９
筆
を
提
出

署
名
８
４
４
９
筆
を
提
出

災
害
に
耐
え
う
る
新
病
院
を

署名を手渡す綿谷理事（右）

　

協
会
尼
崎
支
部
も
加
盟
す
る

「
県
立
塚
口
病
院
の
充
実
と
尼

崎
市
及
び
阪
神
地
域
の
医
療
を

考
え
る
会
」（
代
表
・
畠
中
正

昭
協
会
評
議
員
）

は
11
月
10
日
、
県

立
尼
崎
病
院
と
塚

口
病
院
の
統
合
再

編
に
関
す
る
要
望

署
名
８
４
４
９
筆

を
県
病
院
局
に
提

出
。
同
会
副
代
表

の
綿
谷
茂
樹
協
会

理
事
が
参
加
し
、

県
側
は
前
田
盛
病

院
事
業
管
理
者
、

岡
本
病
院
局
長
ら

が
対
応
し
た
。

　

県
立
尼
崎
病
院

と
塚
口
病
院
の

「
統
合
再
編
基
本
計
画
」
で

は
、
両
病
院
を
統
合
し
、
市
立

尼
崎
産
業
高
校
の
跡
地
に
７
３

０
床
規
模
の
新
病
院
を
建
設
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
救

急
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ
る

が
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け

「
大
規
模
災
害
に
耐
え
ら
れ
る

病
院
を
」
と
い
う
市
民
の
要
望

が
高
ま
っ
た
。

　

県
側
は
「
災
害
拠
点
病
院
の

指
定
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
い
。

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確

保
し
、
食
料
・
医
薬
品
３
日
分

を
備
蓄
す
る
」
と
し
、「
県
が

新
た
に
発
表
し
た
津
波
浸
水
想

定
区
域
の
（
か
ろ
う
じ
て
）
外

に
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

　

同
じ
く
市
民
の
関
心
が
高
い

交
通
ア
ク
セ
ス
の
問
題
で
は
、

「
懸
案
の
敷
地
内
へ
の
バ
ス
路

線
の
引
き
込
み
は
引
き
続
き
努

力
し
た
い
。
市
に
も
要
望
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
現
両
病
院
の
跡
地
に

ア
ス
ベ
ス
ト
尼
崎
の
会
が
総
会

ア
ス
ベ
ス
ト
尼
崎
の
会
が
総
会

訴
訟
勝
利
へ
力
尽
く
そ
う

　

協
会
尼
崎
支
部
も
加
盟
す
る

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の

ち
と
建
康
を
守
る
尼
崎
の
会
」

（
会
長
・
船
越
正
信
尼
崎
医
療

生
協
理
事
長
）
は
11
月
５
日
、

尼
崎
市
内
で
第
７
回
総
会
と
学

習
会
を
開
催
し
、
１
１
５
人
が

参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

の
勝
利
、
被
害
者
掘
り
起
こ

し
、
相
談
活
動
な
ど
に
力
を
尽

く
す
と
し
た
運
動
方
針
を
確
認

し
、
会
長
に
船
越
正
信
先
生
、

代
表
委
員
に
八
木
秀
満
協
会
尼

崎
支
部
長
ら
を
再
任
し
た
。
森

岡
芳
雄
協
会
環
境
・
公
害
対
策

部
長
が
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
た
。

　

船
越
会
長
は
「
昨
年
１
年
間

に
中
皮
腫
で
亡
く
な
っ
た
患
者

の
１
割
以
上
が
兵
庫
県
で
、
圧

倒
的
多
数
は
ク
ボ
タ
周
辺
住
民

か
元
住
民
。
ク
ボ
タ
が
認
め
た

だ
け
で
４
２
４
人
が
中
皮
腫
や

肺
が
ん
に
か
か
り
３
２
０
人
が

死
亡
し
て
い
る
が
、
尼
崎
市
の

健
診
受
診
者
は
２
０
１
０
年
度

で
わ
ず
か
３
０
８
人
だ
。
発
症

し
て
も
認
定
さ
れ
な
い
人
が
多

く
い
る
。
こ
れ
も
国
が
責
任
を

認
め
て
い
な
い
た
め
」
と
指
摘

し
、「
受
診
者
・
指
定
医
療
機

関
を
さ
ら
に
増
や
そ
う
」
と
訴

え
た
。

　

学
習
会
は
「
日
本
の
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
と
ク
ボ
タ
裁
判
の
意

義
」
と
題
し
、
森
裕
之
立
命
館

大
学
政
策
科
学
部
教
授
が
講

演
。
森
氏
は
、
泉

南
ア
ス
ベ
ス
ト
国

賠
訴
訟
の
控
訴
審

判
決
を
「
国
の
責

任
を
回
避
し
、
マ

ス
ク
等
の
着
用
を

し
な
か
っ
た
の
は

労
働
者
の
自
己
責

任
と
す
る
許
し
難

い
判
決
だ
」
と
批

判
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ボ
タ

旧
神
崎
工
場
周
辺

住
民
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
し
た

要
因
と
し
て
、
国
と
ク
ボ
タ
な

ど
ア
ス
ベ
ス
ト
業
界
の
責
任
を

厳
し
く
指
摘
し
、
尼
崎
訴
訟
の

勝
利
に
向
け
た
闘
い
は
歴
史
的

岐
路
に
立
つ
日
本
の
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
の
要
石
と
強
調
し
た
。

　

裁
判
は
、
10
月
27
日
か
ら
証

人
尋
問
が
始
ま
り
、
12
月
１
日

に
は
森
教
授
が
ア
ス
ベ
ス
ト
の

危
険
性
の
知
見
が
古
く
か
ら
存

在
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
証
言

し
た
。
12
月
21
日
に
は
山
内
、

保
井
両
原
告
が
証
人
尋
問
に
立

つ
。
来
春
に
は
結
審
し
、
夏
か

秋
に
は
判
決
と
な
る
見
込
み
。

◇
出
席　

31
人

◇
情
勢　

①
兵
庫
県
は
、
東
南

海
・
南
海
地
震
で
予
測
さ
れ
る

津
波
高
を
２
倍
に
し
、
防
潮
堤

な
ど
が
機
能
し
な
か
っ
た
場
合

の
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

発
表
し
た
。
神
戸
市
の
５
・
５

％
に
あ
た
る
約
30
平
方
㎞
が
浸

水
し
、
約
６
万
世
帯
が
被
害
を

受
け
る
と
し
て
い
る
。
②
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
混
合

診
療
の
全
面
解
禁
が
議
論
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
解
を

示
し
た
。
背
景
に
は
、
大
幅
な

規
制
緩
和
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ

産
業
界
の
強
力
な
圧
力
が
あ

る
。
内
容
は
、
日
米
経
済
調
和

対
話
や
通
商
代
表
部
文
書
に
よ

る
と
、
営
利
病
院
の
市
場
参
入

や
保
険
市
場
の
開
放
な
ど
。

◇
日
常
診
実
行
委
員
会　

10
／

30
当
日
は
２
３
６
人
、
プ
レ
企

画
と
合
わ
せ
て
６
９
７
人
の
参

加
で
成
功
し
た
。

◇
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
」
署
名
は
２

５
６
３
筆
の
到
達
。「
歯
科
医

療
の
危
機
打
開
決
起
集
会
」
10

／
30
に
全
国
か
ら
５
０
０
人
、

兵
庫
協
会
か
ら
６
人
が
参
加

し
、
新
宿
駅
前
で
の
街
頭
署
名

に
も
取
り
組
み
、
１
０
０
０
筆

を
集
約
し
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会　

２
０
１
２
／
５
／
20
に
物

理
学
者
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

の
益
川
敏
英
氏
を
招
請
し
て
講

演
会
を
開
催
す
る
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

淡
路

島
の
風
力
発
電
建
設
予
定
地
と

潮
流
発
電
実
験
所
を
見
学
す
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
視
察
会
を
11
／

23
に
行
う
。

◇
総
務
部　

徳
島
協
会
新
事
務

局
員
を
11
／
15
か
ら
５
日
間
受

け
入
れ
、
研
修
を
行
う
。

 

（
11
月
12
日　

理
事
会
よ
り
）

貸貸    

物物    

件件

◇
所
在
地　

〒
６
６
１―

０
９
８
４　

尼
崎
市
御
園

３
丁
目
13―

８
、
市
バ
ス

停
「
若
王
寺
」
前
、
コ
ー

プ
近
松
店
北
側
、
Ｊ
Ｒ
塚

口
駅
よ
り
東
へ
徒
歩
15
分

◇
条　

件　

１
９
８
２
年

築
３
階
鉄
筋
建
の
１
階
部

分
貸
し
（
１
３
０
㎡
・
南

向
き
）、
建
物
の
前
裏
に

駐
車
場
あ
り

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
１
７　

田
村
ま
で

　

※
会
員
間
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、
本
欄
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
☎
078―

393―

１
８
１
７
ま
で
。
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医
療
産
業
都
市
を
防
災
面
か

ら
見
直
す
よ
う
求
め
た
こ
と
へ

の
回
答
が
不
十
分
だ
と
し
て
、

協
会
が
神
戸
市
に
再
度
提
出
し

て
い
た
要
請
書
へ
の
回
答
が
、

10
月
12
日
に
得
ら
れ
た
。

　

再
要
請
の
内
容
は
、
①
新
中

央
市
民
病
院
周
辺
に
病
院
群
を

集
積
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
デ

メ
リ
ッ
ト
や
防
災
面
の
問
題
、

②
県
立
こ
ど
も
病
院
の
移
転
が

な
ぜ
必
要
な
の
か
、
③
万
が

一
、
施
設
や
病
院
が
被
災
し
た

場
合
の
対
策
、
④
バ
イ
オ
ハ
ザ

ー
ド
が
生
じ
た
場
合
の
危
機
管

理
体
制
計
画
に
つ
い
て
、
⑤
原

発
が
被
災
し
た
場
合
の
防
災
計

画
に
つ
い
て
の
５
点
を
問
う
も

の
。

　

神
戸
市
か
ら
の
回
答
は
、
必

要
な
防
災
・
危
機
管
理
は
行
わ

れ
て
い
る
と
の
前
回
の
回
答
を

繰
り
返
し
、
県
立
こ
ど
も
病
院

移
転
計
画
お
よ
び
来
訪
者
の
検

疫
体
制
、
病
原
菌
・
耐
性
菌
持

ち
込
み
に
つ
い
て
は
、
所
管
外

と
し
て
、
回
答
を
行
っ
て
お
ら

ず
、
医
療
産
業
都
市
の
防
災
面

に
不
安
を
残
す
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　

協
会
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院

の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
移

転
計
画
や
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
の

際
の
危
機
管
理
な
ど
医
療
産
業

都
市
の
防
災
対
策
を
見
直
す
べ

き
と
し
て
、
神
戸
市
と
兵
庫
県

に
要
請
書
を
提
出
し
、
６
月
24

日
付
で
神
戸
市
か
ら
の
回
答
を

得
た
が
（
本
紙
７
月
25
日
付
に

掲
載
）、
納
得
で
き
る
内
容
で

は
な
い
と
し
て
、
８
月
３
日
に

再
要
請
書
を
提
出
し
て
い
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

先
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
「
先
端
医
療
産
業
都

市
計
画
に
つ
い
て
防
災
面
か
ら

の
見
直
し
を
求
め
る
再
要
請

書
」
に
つ
き
、
以
下
の
通
り
ご

回
答
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
24
日
付
け
神

企
医
調
第
60
号
に
て
ご
回
答
申

し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
神
戸

医
療
産
業
都
市
内
の
各
施
設
に

お
い
て
は
、
施
設
管
理
者
の
責

任
の
下
、
大
規
模
地
震
災
害
に

対
応
し
た
消
防
計
画
の
策
定
・

運
用
を
は
じ
め
、
必
要
な
防
災

管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
こ
の
消
防
計
画

に
基
づ
き
、
入
院
患
者
の
応
急

救
出
救
護
対
策
や
非
常
用
物
資

の
確
保
、
職
員
等
の
防
火
・
防

災
訓
練
の
実
施
な
ど
の
安
全
対

策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
従
来
の
想
定
を
超
え
る
被

害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

国
等
で
は
地
震
・
津
波
対
策
を

見
直
す
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
動
き
の

中
で
、
今
後
新
た
に
整
備
さ
れ

る
研
究
機
関
・
医
療
機
関
等
も

含
め
、
各
施
設
管
理
者
の
責
任

に
お
い
て
必
要
な
安
全
対
策
の

強
化
が
な
さ
れ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
本
市
と
し

ま
し
て
も
そ
の
た
め
の
情
報
提

供
や
働
き
か
け
な
ど
を
必
要
に

応
じ
て
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
に

関
す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て

は
、
医
療
産
業
都
市
内
の
研
究

施
設
（
理
化
学
研
究
所
及
び
先

端
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て

法
令
や
内
部
規
定
に
基
づ
き
、

緊
急
事
態
時
の
措
置
も
含
め
て

適
切
な
安
全
対
策
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
細
菌
・
ウ

イ
ル
ス
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
ヒ
ト
に
感
染
し
て
も
重
篤

な
疾
病
を
起
こ
す
可
能
性
が
無

い
レ
ベ
ル
２
以
下
と
し
て
「
微

生
物
取
扱
規
程
」
に
列
挙
さ
れ

た
も
の
以
外
を
用
い
た
研
究
は

行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
兵
庫
県
立
こ
ど
も
病

院
の
移
転
の
必
要
性
に
つ
き
ま

し
て
は
、
兵
庫
県
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
海
外
か

ら
の
来
訪
者
の
検
疫
や
病
原
菌

・
耐
性
菌
の
持
ち
込
み
防
止
策

に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
市
の
所

管
外
で
あ
る
た
め
、
所
管
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
神
戸
医
療
産
業
都

市
の
取
組
み
に
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

担
当

　

企
画
調
整
局
医
療
産
業
都
市

推
進
本
部
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再
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管
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行
っ
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必
要
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神
戸
市
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矢
田
立
郞

　

時
下
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

神
戸
市
の

回
答
全
文

　

新
聞
部
は
10
月
27
日
、「
兵

庫
保
険
医
新
聞
」
を
印
刷
し
て

い
る
「
㈱
関
西
共
同
印
刷
所
」

見
学
会
を
開
催
し
８
人
が
参
加

し
た
。
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

は
、
そ
の
よ
う
な
期
待
感
と
、

保
険
医
新
聞
が
ど
の
よ
う
な
場

所
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
興
味
の
入

り
混
じ
っ
た
気

持
ち
で
参
加
し

た
。

　

そ
の
会
社
の

外
観
は
目
立
た

ず
、
大
げ
さ
な

看
板
も
な
い
。

本
館
ビ
ル
は
あ

り
ふ
れ
た
５
階

建
て
で
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
１

台
、
乗
員
定
数

は
10
人
程
度
で

あ
る
。

　

質
素
な
会
議
室
で
、
温
厚
そ

う
な
常
務
取
締
役
の
内
田
光
治

氏
が
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
会
社

の
歴
史
、
印
刷
業
界
、
マ
ス
コ

ミ
の
流
れ
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

　

電
子
媒
体
と
紙
面
媒
体
の
競

合
、
若
者
の
新
聞
離
れ
、
情
報

と
知
識
の
違
い
、
情
報
速
度
と

情
報
量
と
の
兼
ね
合
い
、
情
報

受
け
手
側
の
満
足
度
な
ど
が
、

こ
れ
か
ら
の
問
題
で
あ
る
ら
し

い
。
参
加
者
の
質
問
に
対
し
て

示
唆
に
富
む
回
答
を
頂
い
た
。

　

１
時
間
あ
ま
り
し
て
会
議
室

を
出
て
、
新
聞
の
で
き
あ
が
る

現
場
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ

た
。

　

ま
ず
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

い
、
原
稿
入
力
、
校
正
、
写
真

補
正
、
紙
面
割
り
付
け
な
ど
。

従
業
員
の
方
々
は
目
も
頭
も
疲

れ
て
き
そ
う
で
あ
る
。

　

印
刷
現
場
は
道
を
隔
て
た
真

向
か
い
に
あ
っ
た
。
最
初
に
目

に
つ
い
た
の
は
、Heidelberg

と
い
う
大
き
な
重
々
し
い
、
古

め
か
し
い
印
刷
機
械
だ
っ
た
。

た
ぶ
ん
会
社
創
立
以
来
の
つ
わ

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
ま
め
に
昇

降
し
、
調
節
し
て
い
る
若
い
従

業
員
の
姿
は
、
ド
イ
ツ
の
昔
の

印
刷
所
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ

い
た
。
古
い
機
械
だ
が
、
刷
り

上
が
り
は
独
特
の
味
が
あ
る
ら

し
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
が
普
及
す
る
ま
で

は
、
鉛
が
煮
え
た
ぎ
る
窯
、
そ

れ
を
流
し
込
む
印
字
原
版
、
植

字
工
の
暑
さ
と
の
壮
絶
な
闘
い

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

大
型
の
輪
転
機
と
直
径
１
メ

ー
ト
ル
以
上
の
円
筒
形
の
パ
ル

プ
は
、
動
か
す
時
間
帯
が
あ
る

よ
う
で
、
か
な
り
の
騒
音
が
出

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
近
で
は
、
チ
ラ
シ
、
機
関

紙
か
ら
年
賀
状
、
結
婚
式
や
祝

賀
式
の
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
需
要

も
多
い
そ
う
で
あ
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
扱
っ
て
お
ら
れ
、
企

業
も
多
角
経
営
の
時
代
を
迎
え

て
、「
や
ら
ね
ば
や
ら
れ
る
」

時
代
の
到
来
を
痛
感
し
た
。

　

こ
の
会
社
も
終
戦
後
か
ら
営

々
と
し
て
努
力
改
善
を
重
ね

て
、
情
報
文
化
の
一
翼
を
担

い
、
が
ん
ば
り
続
け
て
お
ら
れ

る
の
を
感
じ
た
。
エ
ー
ル
を
送

り
た
い
。

　

大
阪
駅
や
そ
の
周
辺
地
域

は
、
デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
が
し

の
ぎ
を
け
ず
り
、
高
層
建
築
の

ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。

　

そ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
十
数

分
も
行
く
と
、
大
阪
の
下
町
工

場
街
の
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
る
。

終
戦
後
の
焼
け
跡
か
ら
建
て
直

し
、
一
か
ら
出
直
し
た
中
小
企

業
の
〝
浪
速
ど
根
性
〞
を
感
じ

る
庶
民
の
町
で
あ
る
。

　

関
西
共
同
印
刷
所
の
訪
問

兵
庫
保
険
医
新
聞
の
印
刷
所
を
見
学

大
阪
下
町
の
底
力
を
実
感

高
砂
市　
　

岡
部
桂
一
郎

参 加 記

機関紙がどう作られるか工程を見学

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
カ
月
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
と
原
発
問
題
は
、
日
本

と
い
う
国
の
あ
り
方
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
問
い
か
け
て
い
る
。

　

被
災
地
の
第
一
の
課
題
は
、
現
在
も
被
災
者
の
救
援
・
復
旧
で
あ
る
。
と
く
に
福
島
原
発
事

故
は
、
現
在
も
収
束
の
め
ど
が
た
た
ず
、
被
災
者
が
故
郷
に
も
ど
れ
な
い
悲
惨
な
事
態
に
あ

る
。
こ
う
し
た
中
で
、
当
協
会
は
、
保
団
連
と
と
も
に
、
被
災
者
の
患
者
負
担
免
除
措
置
の
拡

大
と
延
長
、
全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
と
公
費
投
入
を
求
め
て
奮
闘
し
、
患
者
負
担
免
除
に
つ

い
て
は
対
象
者
の
拡
大
と
来
年
２
月
末
ま
で
延
長
さ
せ
、
被
災
医
療
機
関
へ
の
公
費
投
入
で
は

条
件
付
き
な
が
ら
も
歯
科
医
療
機
関
を
新
た
に
追
加
さ
せ
る
な
ど
の
成
果
を
得
た
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
経
験
し
た
協
会
と
し
て
、
一
定
の
貢
献
が
で
き
た
こ
と
を
喜
び
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
野
田
内
閣
は
、
復
興
の
財
源
を
勤
労
国
民
へ
の
増
税
に
求
め
、
大
企
業
に
は
減
税

を
約
束
し
て
い
る
。
し
か
も
被
災
地
の
農
漁
業
等
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
い
る
さ
な
か
に
、

自
由
貿
易
と
称
し
て
国
内
市
場
を
外
国
資
本
に
明
け
渡
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
画
を
表
明
し
た
。
外

務
省
の
11
月
７
日
付
文
書
で
は
「
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
議
論
さ
れ
る
可
能
性
は

排
除
さ
れ
な
い
」
と
認
め
て
お
り
、
国
民
皆
保
険
崩
壊
に
つ
な
が
る
き
わ
め
て
重
大
な
事
態
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

野
田
内
閣
は
、「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
に
つ
い
て
も
、
国
民
に
は
何
の
説
明
も
な

い
ま
ま
に
、
消
費
税
増
税
を
国
際
公
約
し
た
。
改
革
案
は
、
定
額
患
者
負
担
増
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
社
会
保
障
改
悪
と
庶
民
増
税
を
一
体
に
し
た
新
自
由
主
義
路
線
を
継
承
す
る
も
の
で

あ
り
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。
我
々
は
、
医
師
会
と
と
も
に
定
額
患
者
負
担
増
を
許
さ
な
い

運
動
を
大
き
く
広
げ
、
民
主
党
政
権
が
新
自
由
主
義
路
線
と
決
別
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
は
、
原
発
の
安
全
神
話
が
電
力
会
社
に
よ
る
「
や
ら
せ
」
で
つ
く
ら

れ
、
政
府
と
財
界
が
一
体
に
な
っ
て
利
益
共
同
体
を
つ
く
り
、
国
民
を
欺
い
て
き
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
我
々
は
、
原
子
力
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
転
換
し
、
全
原
発
を
一

刻
も
早
く
停
止
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
国
の
あ
り
方
を
、
正
規
雇
用
と
社
会
保
障
を
基
盤
と
し
た
国
に
転
換
し
、
普
天
間
基

地
問
題
の
解
決
を
含
め
、
憲
法
通
り
の
国
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
下
記
の
要
求
実
現
に
奮
闘
す

る
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
混
合
診
療
を
全
面
解
禁
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
せ
ず
、
国
民
皆
保
険
を
守
る
こ
と

一 

、
東
日
本
大
震
災
の
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
措
置
を
、
復
興
が
完
了
す
る
ま
で
延
長
し
、

全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
に
公
的
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と

一 

、
原
子
力
に
依
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
や
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
転
換
す
る
こ
と

一
、
神
戸
市
の
先
端
医
療
産
業
都
市
計
画
を
防
災
面
か
ら
、
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と

一 

、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
計
画
を
中
止
し
、
施
設
と
ス
タ
ッ
フ
を
拡

充
す
る
建
替
え
計
画
に
す
る
こ
と

一 

、「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
を
や
め
、
新
た
な
定
額
患
者
負
担
増
案
は
撤
回
す
る
こ
と

一
、
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
医
療
崩
壊
を
く
い
止
め
る
こ
と

一
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
実
現
す
る
こ
と

一 

、
窓
口
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
。
子
ど
も
と
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
無
料
に
す
る
こ
と

一 

、
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
る
こ
と

一
、
平
和
憲
法
を
守
り
、
普
天
間
基
地
の
「
国
外
移
転
」
を
ア
メ
リ
カ
に
求
め
る
こ
と

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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11
月
20
日
に
開
催
し
た

第
80
回
評
議
員
会
で
の
理

事
長
あ
い
さ
つ
、
発
言
、

執
行
部
答
弁
の
要
旨
を
掲

載
す
る
。（
３
面
に
決
議

全
文
。
第
34
回
共
済
制
度

委
員
会
で
の
特
別
報
告
要

旨
は
次
号
掲
載
予
定
）

　

兵
庫
は
医
科
歯
科
一
体
が
全

国
一
進
ん
だ
協
会
だ
と
自
負
し

て
い
る
。
今
後
も
医
科
歯
科
連

携
を
強
め
よ
う
。

　

東
日
本
の
被
災
地
３
県
を
訪

問
し
た
。
岩
手
県
で
は
、
が
れ

き
の
処
理
は
終
わ
っ
た
が
、
今

後
、
仮
設
住
宅
で
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
蔓
延
が
心
配
さ
れ
る
。

　

第
20
回
日
常
診
療
経
験
交
流

会
で
被
災
地
の
先
生
方
を
招
き

津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
南
海
・
東
南
海
地

震
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

厚
労
省
は
被
災
者
の
窓
口
負

担
免
除
の
２
月
末
ま
で
の
延
長

を
決
め
た
が
、
さ
ら
な
る
延
長

要
請
が
必
要
だ
。

　

宮
城
県
を
中
心
に
ハ
コ
モ
ノ

復
興
で
あ
る
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル

バ
ン
ク
構
想
が
持
ち
上
が
っ
て

い
る
。
人
に
や
さ
し
い
、
人
間

中
心
の
復
興
の
重
要
性
を
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た

兵
庫
県
か
ら
訴
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

保
団
連
の
公
害
視
察
会
で
美

し
い
「
ま
で
い
」（
真
心
）
の

村
、
福
島
県
飯
舘
村
を
訪
ね

　

急
性
疾
患
を
扱
う
病
院
は
神

戸
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

分
散
し
て
い
る
か
ら
か
か
り
や

す
い
。
30
分
で
も
１
時
間
で
も

近
い
病
院
を
受
診
し
た
い
と
考

え
る
の
は
親
と
し
て
は
当
然

だ
。
県
立
こ
ど
も
病
院
は
、
私

の
子
ど
も
も
お
世
話
に
な
っ

た
。
朝
７
時
に
病
院
へ
見
舞
い

に
行
っ
て
か
ら
仕
事
に
か
け
つ

け
、
終
わ
っ
て
か
ら
ま
た
病
院

に
行
く
と
い
う
生
活
を
半
年
続

け
た
。
少
し
で
も
長
く
子
ど
も

の
顔
を
見
た
い
と
い
う
気
持
ち

だ
っ
た
。
ア
ク
セ
ス
は
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
と
て
も
大
事
な
問

題
。
分
散
す
べ
き
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
直
後
に
東
北

の
病
院
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

大
き
な
拠
点
病
院
は
海
岸
部
で

は
な
く
内
陸
部
に
あ
っ
た
か
ら

大
丈
夫
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
阪

神
・
淡
路
の
と
き
も
、
中
央
市

民
も
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院
も

橋
が
通
行
で
き
な
か
っ
た
。
こ

ど
も
病
院
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

　

北
阪
神
支
部
で
は
東
日
本
大

ド
、
中
央
市
民
病
院
の
隣
に
移

設
す
る
の
は
反
対
だ
。
市
民
と

と
も
に
運
動
で
き
る
よ
う
、
市

民
に
知
ら
せ
る
ポ
ス
タ
ー
も
作

っ
て
ほ
し
い
。

患者負担増阻止し皆保険守ろう患者負担増阻止し皆保険守ろう
第80回評議員会

た
。
放
射
能
汚
染
か
ら
の
復
興

は
、
ゼ
ロ
か
ら
で
は
な
く
マ
イ

ナ
ス
か
ら
に
な
る
。
子
ど
も
た

ち
に
、
外
部
被
曝
だ
け
で
な
く

内
部
被
曝
に
つ
い
て
も
教
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
埼

玉
県
で
行
わ
れ
た
全
国
反
核
医

師
の
つ
ど
い
で
は
、
核
兵
器
だ

け
で
な
く
原
発
も
い
ら
な
い
と

の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

　

野
田
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

表
明
し
た
。
投
資
家
保
護
条
項

（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
が
一
番
問
題

だ
。
米
国
企
業
の
活
動
を
阻
害

し
て
い
る
と
、
日
本
政
府
が
国

際
投
資
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
に

提
訴
さ
れ
敗
訴
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
日
本
が
弱
肉
強
食
の
市

場
原
理
の
国
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　

米
国
で
も
、
１
％
の
富
裕
層

と
99
％
の
貧
困
層
で
は
あ
ま
り

に
格
差
が
ひ
ど
す
ぎ
る
と
、
貧

困
な
く
せ
の
デ
モ
が
続
い
て
い

る
。
自
由
と
民
主
主
義
の
国
、

米
国
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
か
。

　

日
本
で
も
、
働
く
人
の
４
分

の
１
、
１
千
万
人
以
上
が
年
収

２
０
０
万
円
以
下
の
貧
困
層

詳報

神戸支部
木村彰宏評議員

こ
ど
も
病
院

移
転
は
反
対

発

言

発

言

ま
す
ま
す
悪
化
す
る
。

　

真
に
国
を
愛
し
、
政
治
・
経

済
の
理
念
を
探
求
し
、
国
民
の

繁
栄
と
幸
福
を
考
え
て
い
る
と

は
到
底
思
え
な
い
。
国
民
が
豊

か
に
な
ら
な
け
れ
ば
国
は
栄
え

ず
滅
び
る
。
増
税
・
亡
国
政
治

に
対
し
執
行
部
は
ど
う
考
え
、

ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

校
卒
業
ま
で
医
療
費
が
無
料
と

な
っ
た
。
宍
粟
市
も
入
院
は
中

３
、
通
院
は
小
６
ま
で
無
料

に
、
佐
用
町
で
は
通
院
・
入
院

と
も
に
小
６
ま
で
無
料
と
な
っ

た
。
上
郡
町
・
市
川
町
・
佐
用

町
も
助
成
を
拡
充
す
る
こ
と
を

自
治
体
側
が
明
言
し
て
い
る
。

　

一
方
、
姫
路
市
の
医
療
費
助

成
は
「
入
院
・
通
院
と
も
に
３

歳
未
満
ま
で
」
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
姫
路
市
で
も
中
学
校
卒

業
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
を
無

料
に
し
て
ほ
し
い
と
、
10
月
に

は
市
内
の
保
育
所
関
係
者
や
母

親
が
中
心
と
な
っ
て
会
が
作
ら

れ
署
名
を
集
め
て
い
る
。
支
部

で
は
署
名
の
趣
旨
に
賛
同
し
支

部
会
員
に
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
協
会

の
一
層
の
活
動
を
望
み
た
い
。

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

で
、
税
収
も
社
会
保
険
料
も
落

ち
込
む
一
方
。
政
府
与
党
は
消

費
税
を
財
源
に
す
る
口
実
で
、

本
来
は
別
々
に
す
べ
き
税
と
社

会
保
障
を
セ
ッ
ト
に
し
て
論
じ

よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
国
憲

法
が
保
障
し
て
い
る
、
国
民
が

幸
せ
に
な
る
日
本
は
ど
こ
へ
い

っ
た
の
か
。

　

来
年
は
診
療
報
酬
と
介
護
報

酬
の
同
時
改
定
の
年
。
開
業
医

の
年
収
が
２
７
０
０
万
円
な
ど

と
実
態
と
か
け
離
れ
た
報
道
が

さ
れ
、
診
療
報
酬
引
き
下
げ
が

目
論
ま
れ
て
い
る
。
患
者
自
己

負
担
は
３
割
以
上
に
し
な
い
と

の
国
会
決
議
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
回
１
０
０
円
の
上
乗
せ

負
担
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
こ
そ
、
患
者
さ
ん
と
共
同

し
て
窓
口
負
担
軽
減
の
運
動
を

全
力
で
取
り
組
も
う
。
本
日
東

京
で
は
、
ド
ク
タ
ー
ズ
・
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
来
年
３
月
に
は
近
畿
総
決

起
集
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

患
者
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
、

命
と
暮
ら
し
を
守
る
、
憲
法
が

光
り
輝
く
日
本
を
つ
く
ろ
う
。

命
と
暮
ら
し
を
守
り

憲
法
が
輝
く
日
本
を

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
テ
ー

マ
に
市
民
公
開
で
講
座
を
開
催

し
た
。
そ
の
４
日
後
に
は
同
じ

テ
ー
マ
で
会
員
懇
談
会
を
開

き
、
歯
科
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

意
見
交
換
し
た
。
医
科
・
歯
科

一
体
で
地
域
連
携
の
課
題
に
つ

い
て
深
め
ら
れ
た
。

　

今
後
も
会
員
の
関
心
の
高
い

企
画
を
し
て
会
員
参
加
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

北
播
支
部
で
は
６
月
の
改
選

で
若
手
を
含
め
２
人
の
新
役
員

を
迎
え
、
研
究
会
の
講
師
を
務

め
て
も
ら
う
な
ど
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

最
近
で
は
10
月
に
職
員
接
遇

研
修
会
を
行
っ
た
。
11
月
に
は

北播支部
桂　正剛評議員

市
民
・
会
員
の

参
加
高
め
た
い

北阪神支部
金川清人評議員

原
発
・
新
エ
ネ

市
民
と
考
え
る

北阪神支部
谷口紀善評議員

増
税
亡
国
政
治

審
判
下
す
べ
き

　

私
た
ち
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
な
ど
自
公
の
悪
政
に
つ
い

て
抗
議
し
政
権
交
代
を
実
現
し

た
が
、
国
民
の
期
待
は
大
き
く

裏
切
ら
れ
た
。
野
田
政
権
は
震

災
復
興
と
い
う
美
名
の
も
と
、

大
増
税
を
断
行
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
医
も
反
対
署

名
を
行
っ
て
い
る
受
診
ご
と
の

１
０
０
円
上
乗
せ
や
、
介
護
保

険
料
の
ア
ッ
プ
、
老
人
の
窓
口

負
担
を
１
割
か
ら
２
割
に
な
ど

「
年
寄
り
は
早
く
死
ね
」
と
い

う
受
診
抑
制
策
だ
。
か
え
っ
て

重
症
化
し
医
療
費
が
増
大
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
混
合
診
療
が

解
禁
さ
れ
れ
ば
、
日
本
が
世
界

に
誇
る
国
民
皆
保
険
が
崩
壊
す

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

消
費
税
大
増
税
で
国
民
生
活
は

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
本
年
設

立
30
周
年
を
迎
え
、
10
月
22
日

に
支
部
設
立
30
周
年
記
念
の
つ

ど
い
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
西
村
喜
子
先
生
に
よ

る
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
の

演
奏
の
後
、
実
行
委
員
長
の
幸

原
久
相
談
役
、
大
森
公
一
支
部

長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
法
貴

憲
、
広
川
恵
一
両
副
支
部
長
の

司
会
で
会
員
交
流
を
行
っ
た
。

森
下
敬
司
相
談
役
か
ら
、
設
立

ま
で
の
苦
労
話
や
設
立
後
の
多

彩
な
活
動
に
つ
い
て
写
真
と
と

も
に
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
と
共
に
改
め
て
支
部
活

動
を
進
め
よ
う
と
決
意
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
東
京
大
学

大
学
院
薬
学
系
研
究
科
准
教
授

の
池
谷
裕
二
先
生
に
「
脳
の
ゆ

ら
ぎ
」
の
仕
組
み
や
、
脳
の
反

射
力
を
鍛
え
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

翌
日
に
は
会
員
と
市
民
の
絆

を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
い
も

掘
り
大
会
を
開
催
し
た
。
あ
い

に
く
の
天
気
だ
っ
た
が
泥
ま
み

れ
で
い
も
掘
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

背
中
に
ロ
ゴ
の
入
っ
た
記
念

ブ
ル
ゾ
ン
も
作
成
し
た
。

　

後
半
期
も
、
多
様
な
要
求
に

応
え
た
取
り
組
み
や
東
日
本
大

震
災
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で

西宮・芦屋支部
谷端美香評議員代理

設
立
30
周
年
の

つ
ど
い
を
開
催

北摂・丹波支部
森下順彦理事

地
域
医
療
調
査

市
民
か
ら
反
響

　

４
年
ほ
ど
前
に
兵
庫
医
大
・

篠
山
病
院
の
撤
退
問
題
が
起
こ

り
、
そ
の
存
続
を
求
め
る
「
篠

山
市
の
医
療
を
よ
く
す
る
会
」

が
発
足
し
た
。
支
部
で
は
当
初

か
ら
会
に
参
加
し
協
力
し
て
き

た
。
お
か
げ
で
篠
山
病
院
の
存

続
が
決
ま
り
、
篠
山
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

「
よ
く
す
る
会
」
は
そ
の
後

も
活
動
を
続
け
、
先
日
は
市
民

対
象
に
篠
山
市
の
医
療
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
３
千

枚
配
布
し
４
０
０
件
を
回
収
し

た
。
田
舎
特
有
の
通
院
の
不
便

さ
、
救
急
充
実
を
求
め
る
声
、

窓
口
負
担
が
重
い
な
ど
、
貴
重

な
意
見
が
出
て
い
る
。
国
保
資

格
書
の
発
行
な
ど
の
問
題
も
あ

り
、
保
険
料
滞
納
者
へ
の
財
産

の
差
し
押
さ
え
は
県
内
で
最
も

多
い
。
地
域
医
療
の
充
実
、
国

保
改
善
を
求
め
行
政
と
懇
談
も

予
定
し
て
い
る
。

姫路・西播支部
宇野千里評議員

こ
ど
も
医
療
費

助
成
進
め
よ
う

　

昨
年
か
ら
姫
路
・
西
播
支
部

の
自
治
体
で
こ
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

支
部
内
５
市
６
町
の
う
ち
、
福

崎
町
か
ら
始
ま
り
、
た
つ
の
、

相
生
、
赤
穂
各
市
の
計
４
自
治

体
で
入
院
・
通
院
と
も
に
中
学

但馬支部
金子元彦評議員

医
師
不
足
問
題

地
域
で
座
談
会

　

地
域
医
療
座
談
会
を
開
催

し
、
地
域
の
医
師
会
な
ら
び
に

四
つ
の
病
院
の
院
長
に
出
席
し

て
い
た
だ
い
た
。
現
在
、
特
に

但
馬
で
は
、
豊
岡
病
院
を
は
じ

め
各
病
院
の
医
師
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
医
師
会
や
看
護
協

会
か
ら
も
会
長
は
じ
め
役
員
が

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
行
政
か
ら
「
但
馬
長
寿
の

郷
」
の
郷
長
の
出
席
も
あ
っ

た
。
会
合
を
開
い
て
急
に
医
師

不
足
が
解
消
す
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
に
少

し
で
も
役
立
て
る
よ
う
知
恵
を

出
し
合
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
問

（
５
面
へ
続
く
）

い
き
た
い
。

震
災
直
後
か
ら
、
原
発
問
題
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
を
強
め
て

い
る
。
７
月
に
は
郷
地
秀
夫
副

理
事
長
の
特
別
研
究
会
「
原
発

事
故
と
内
部
被
ば
く
〜
被
ば
く

者
医
療
の
経
験
か
ら
」
を
実

施
。
市
民
も
含
め
１
１
８
人
が

参
加
し
た
。
10
月
の
支
部
総
会

で
も
、
元
京
都
大
学
原
子
炉
実

験
所
教
員
の
岩
本
智
之
氏
に
よ

る
特
別
講
演
「
原
発
安
全
神
話

の
崩
壊
と
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
考
え

る
」
を
開
催
し
、
会
員
や
市
民

な
ど
64
人
が
参
加
し
た
。

　

12
月
に
は
「
が
ん
患
者
の
病

診
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
〜

阪
神
地
域
の
場
合
」
を
テ
ー
マ

に
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会

を
開
催
す
る
。
他
支
部
か
ら
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
。
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（
４
面
か
ら
の
続
き
）

　

淡
路
支
部
は
県
下
２
番
目
に

で
き
た
。
支
部
の
組
織
率
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
で
、
組
織
率
が
問

題
に
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な

い
。
支
部
総
会
記
念
講
演
は
テ

ー
マ
を
医
療
に
限
定
せ
ず
人
間

形
成
を
目
的
に
し
た
り
し
、
講

師
に
は
日
本
で
10
本
の
指
に
入

る
よ
う
な
人
を
招
い
て
き
た
。

　

今
年
の
台
風
15
号
に
よ
り
、

支
部
で
は
淡
路
市
志
筑
な
ど
で

床
上
浸
水
８
件
、
床
下
浸
水
１

件
の
被
害
を
受
け
た
。
被
災
直

後
か
ら
、
協
会
に
は
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
の
被
害
状
況
確
認
や
見

舞
訪
問
を
い
た
だ
い
た
。
２
０

０
４
年
の
台
風
23
号
の
と
き
も

早
か
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
時
と
同
様
、
協
会
の
極
め

て
迅
速
な
対
応
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。

淡路支部
松本敬明評議員

台
風
15
号
被
害

見
舞
い
に
感
謝

　

５
月
と
９
月
に
石
巻
を
中
心

に
被
災
者
支
援
に
行
っ
て
き

た
。
５
月
の
訪
問
時
、
あ
る
避

難
所
で
女
性
が
「
ふ
ー
っ
」
と

言
っ
て
帰
っ
て
き
た
。「
掃
除

を
し
よ
う
と
思
っ
て
家
に
帰
っ

歯科部会
小寺　修評議員

被
災
地
の
課
題

現
場
で
見
え
る

た
が
ヘ
ド
ロ
だ
ら
け
で
や
る
気

を
な
く
し
た
」
と
。
現
場
の
声

を
聞
け
た
こ
と
は
非
常
に
良
か

っ
た
。
被
災
地
支
援
が
実
現
で

き
た
の
も
協
会
が
現
地
と
連
絡

を
と
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
。

　

９
月
は
会
員
か
ら
集
め
た
歯

ブ
ラ
シ
募
金
を
渡
し
て
き
た
。

ド
ク
タ
ー
ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
主
催
の
シ
ン
ポ
に
参

加
し
、
阪
神
・
淡
路
の
資
料
を

参
加
者
に
配
っ
た
。
主
催
者
の

ド
ク
タ
ー
が
「
宮
城
県
と
岩
手

県
は
戦
後
の
復
興
だ
が
、
福
島

県
は
ま
だ
戦
時
中
だ
」
と
言
わ

れ
、
そ
の
通
り
だ
と
感
じ
た
。

　

仮
設
住
宅
の
被
災
者
に
自
殺

者
が
出
て
い
る
。
仮
設
住
宅
の

人
た
ち
を
支
援
で
き
る
よ
う
、

協
会
で
も
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
う
。
野
田
首
相
が
２
兆
円
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
費
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
出
す
と
言
っ
た
そ
う
だ

が
、
そ
の
お
金
を
被
災
地
に
回

せ
な
い
か
。
被
災
地
に
は
「
忘

れ
な
い
で
く
れ
」
と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
と
思
う
。
息
長
く
支

援
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

野
田
政
権
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

表
明
を
し
た
が
、
当
初
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
医
療
は
含
ま
れ
な
い
と
し
て

い
た
外
務
省
も
「
混
合
診
療
の

全
面
解
禁
が
論
議
さ
れ
る
可
能

性
は
排
除
さ
れ
な
い
」
と
認
め

る
に
至
っ
て
い
る
。

　

米
国
議
会
上
院
議
員
が
カ
ー

ク
通
商
代
表
に
送
っ
た
書
簡
に

「
米
国
は
牛
肉
な
ど
の
農
産
物

や
自
動
車
、
医
療
な
ど
の
分
野

で
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
に
苦
し

ん
で
き
た
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
日
本

を
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
こ
の
問

政策部
西山裕康理事

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は

皆
保
険
崩
壊
へ

題
を
解
決
す
る
べ
き
だ
」
と
あ

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
、

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
よ
っ
て
日
本
の

公
的
医
療
保
険
制
度
が
米
国
の

民
間
保
険
参
入
の
最
大
の
障
壁

で
あ
る
と
の
主
張
も
可
能
だ
。

　

医
療
に
お
け
る
米
国
の
積
年

目
標
が
「
混
合
診
療
全
面
解

禁
」
と
「
米
国
営
利
企
業
に
よ

る
病
院
経
営
参
入
」
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
社
会

保
障
制
度
そ
の
も
の
を
侵
食
す

る
破
壊
口
だ
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
は
、
10
月

に
結
成
２
周
年
を
記
念
し
て
市

民
公
開
講
座
を
実
施
し
た
。
幕

内
秀
夫
氏
を
講
師
に
「
食
生
活

と
歯
の
健
康
」
と
し
て
食
育
に

つ
い
て
学
習
し
た
。
県
歯
科
医

師
会
、
歯
科
技
工
士
会
、
歯
科

衛
生
士
会
の
協
賛
も
得
た
。

　

東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
で

は
「
被
災
地
に
直
接
歯
ブ
ラ
シ

を
届
け
よ
う
〜
歯
ブ
ラ
シ
募

金
」
を
街
頭
で
訴
え
、
直
接
現

地
の
避
難
所
数
カ
所
に
歯
ブ
ラ

シ
を
届
け
た
。

　

10
月
の
街
頭
宣
伝
に
は
大
阪

府
歯
科
保
険
医
協
会
の
小
澤
力

理
事
長
の
参
加
も
得
る
な
ど
、

大
阪
連
絡
会
と
の
相
互
交
流
が

深
ま
っ
て
い
る
。
兵
庫
連
絡
会

と
大
阪
連
絡
会
が
意
見
交
換
し

タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
で
、
全
国

の
各
協
会
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
。

　

「
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
歯

科
医
療
を
」
署
名
も
進
ん
で
い

る
。
今
後
も
窓
口
負
担
段
階
的

減
少
、
保
険
診
療
範
囲
拡
大
を

訴
え
て
い
き
た
い
。
兵
庫
の
特

歯科部会
白岩一心理事

歯
科
連
絡
会

多
彩
に
活
動

　

10
月
15
日
・
16
日
に
保
団
連

公
害
視
察
会
で
福
島
県
の
福
島

市
と
飯
舘
村
を
訪
れ
、
東
日
本

大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故

の
被
害
状
況
を
視
察
し
た
。

　

伊
東
達
也
原
発
問
題
住
民
運

動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー
筆
頭
代

表
委
員
の
話
で
は
、
今
回
の
事

故
は
史
上
最
大
の
人
災
で
復
興

は
お
ろ
か
復
旧
す
ら
困
難
で
あ

る
こ
と
を
学
ん
だ
。
福
島
で
起

こ
っ
た
苦
難
は
全
国
ど
こ
で
も

起
こ
り
得
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

菅
野
典
雄
飯
舘
村
村
長
の
話

で
は
、
震
災
を
契
機
に
大
量
生

産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の

生
活
よ
り
脱
却
し
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
、
住
民

が
安
心
し
て
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の

生
活
が
送
れ
る
よ
う
「
ま
で

い
」（
真
心
）
の
村
を
復
活
さ

せ
た
い
と
表
明
さ
れ
た
。

　

一
日
も
早
く
原
発
撤
退
を
決

断
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

転
換
す
べ
き
だ
と
感
じ
た
。 環境・公害対策部

山田　旺評議員

脱
原
発
と
自
然

エ
ネ
へ
転
換
を

　

福
島
原
発
事
故
の
責
任
を
東

京
電
力
に
押
し
付
け
よ
う
と
い

う
論
調
が
目
立
つ
が
、
危
険
な

も
の
を
安
全
で
あ
る
と
虚
偽
の

主
張
を
繰
り
返
し
た
御
用
学
者

歯科部会
藤井佳朗評議員

「
御
用
学
者
」に

制
裁
必
要
で
は

の
責
任
を
、
な
ぜ
追
及
し
な
い

の
か
。

　

公
害
問
題
で
住
民
と
企
業
・

行
政
が
対
立
し
た
場
合
、
必
ず

出
て
く
る
の
が
御
用
学
者
。
彼

ら
は
「
住
民
の
主
張
に
は
科
学

的
根
拠
が
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に

は
あ
る
」
と
、
福
島
原
発
に
つ

い
て
も
安
全
で
あ
る
こ
と
の
科

学
的
根
拠
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫

だ
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
し
実

際
に
事
故
が
起
こ
っ
た
。
東
電

は
補
償
し
よ
う
と
言
っ
て
い
る

が
、
御
用
学
者
は
事
故
に
対
し

て
「
想
定
外
」
で
済
ま
し
て
い

る
。
嘘
を
言
っ
て
き
た
御
用
学

者
に
は
、
そ
れ
な
り
に
制
裁
を

加
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

原
発
立
地
県
で
も
、
静
岡
・

青
森
・
鹿
児
島
・
石
川
な
ど
の

保
険
医
協
会
は
原
発
反
対
や
見

直
し
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
が
、
山
口
協
会
は
、
上
関

原
発
建
設
反
対
の
声
明
を
出
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　

原
発
防
災
重
点
区
域
が
30
キ

ロ
圏
に
拡
大
さ
れ
た
。
原
発
周

囲
30
キ
ロ
の
方
も
原
発
事
故
が

嫌
な
ら
反
対
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
法
的
に
抗
議
で
き
る
状
況
に

な
っ
た
。
山
口
協
会
で
も
、
会

員
の
方
の
希
望
を
再
調
査
す
べ

き
時
期
が
到
来
し
た
と
思
わ
れ

る
。
全
国
の
保
険
医
協
会
会
員

や
医
療
関
係
者
が
山
口
協
会
の

動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

　

今
回
の
福
島
第
一
原
発
事
故

を
経
て
原
発
反
対
の
機
運
が
激

し
く
高
ま
っ
て
い
る
。
山
口
協

会
が
上
関
原
発
建
設
反
対
の
声

明
が
出
せ
る
よ
う
、
働
き
か
け

な
ど
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

神戸支部
山中　忍評議員

上
関
原
発
反
対

働
き
か
け
て
は

　

今
年
の
日
常
診
療
経
験
交
流

会
は
、
当
日
の
参
加
と
プ
レ
企

画
を
含
め
て
６
９
７
人
が
参
加

し
た
。

　

分
科
会
、
特
別
分
科
会
、
ラ

ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
医
科
歯

科
薬
科
交
流
企
画
、
救
急
フ
ェ

ス
タ
・
心
肺
蘇
生
な
ど
を
行
っ

研究部
北井　明理事

日
常
診
交
流
会

来
年
も
参
加
を

た
。
県
下
の
特
産
品
を
11
支
部

全
部
か
ら
出
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

当
日
参
加
は
２
６
３
人
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
半
数
。

全
部
で
７
０
０
人
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
ん
な
に
参
加
し
て
い

る
な
ら
参
加
し
な
く
て
い
い
な

と
思
わ
ず
に
、
来
年
も
会
員
参

加
、
演
題
提
出
、
あ
る
い
は
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
お
願
い
し

た
い
。

【
文
書
発
言
】

歯
科
部
会

河
畑
憲
明
評
議
員

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
参
加
を
、

　

普
天
間
基
地
は
県
外
へ
」

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

　

各
支
部
活
動
に
敬
意
を
表
す

る
。
北
阪
神
支
部
で
は
原
発
問

題
で
学
習
を
進
め
て
い
る
。
西

宮
・
芦
屋
支
部
で
は
音
楽
か
ら

い
も
掘
り
ま
で
多
彩
に
活
動
し

て
い
る
。
北
播
支
部
も
会
員
の

関
心
に
応
え
た
研
究
会
を
し
て

い
る
。
姫
路
・
西
播
支
部
で
は

子
ど
も
の
医
療
費
問
題
が
出
て

い
る
。
昨
年
ま
で
は
国
保
保
険

証
の
な
い
子
ど
も
の
問
題
提
起

が
あ
っ
た
が
、
よ
り
一
層
が
ん

ば
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
の
地
域
医

療
の
課
題
に
つ
い
て
だ
が
、
民

主
党
政
権
に
な
っ
て
も
公
立
病

院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
外
来
減
ら
せ
、
病
床

減
ら
せ
、
病
院
を
統
廃
合
し

ろ
、
そ
れ
に
は
補
助
金
も
出

武村義人
副理事長

阪
神
・
淡
路
の

教
訓
伝
え
よ
う

す
、
と
。
あ
お
り
を
受
け
て
い

る
の
が
丹
波
で
あ
り
但
馬
。
県

立
こ
ど
も
病
院
も
そ
の
傾
向
が

あ
る
。
加
古
川
も
三
木
も
含

め
、
地
域
医
療
が
壊
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
大
い
に
論
議
す
る
必

要
が
あ
る
。
松
本
評
議
員
に
淡

路
支
部
の
歴
史
を
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。
県
立
淡
路
病
院
も
沿

岸
部
に
移
転
と
い
う
問
題
が
あ

る
。

　

震
災
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県

や
神
戸
の
マ
ネ
を
し
た
ら
失
敗

す
る
、「
創
造
的
復
興
」
は
す

る
な
と
い
う
発
言
も
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が

阪
神
・
淡
路
の
経
験
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

　

野
田
政
権
は
、
国
民
に
多
大

な
負
担
を
押
し
付
け
て
い
る
。

加藤擁一
副理事長

野
田
政
権
の

本
質
見
え
た

税
・
社
会
保
障
一
体
改
革
な
ど

矢
継
ぎ
早
に
大
改
悪
を
行
お
う

と
し
て
い
る
。「
増
税
」
と
言

い
な
が
ら
法
人
税
だ
け
は
減
税

さ
れ
て
い
る
。「
庶
民
に
増

税
、
大
企
業
に
減
税
」
が
野
田

政
権
の
本
質
だ
。

　

大
企
業
に
は
２
０
０
数
十
兆

円
と
い
う
巨
大
な
内
部
留
保
な

ど
十
分
な
体
力
が
あ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
先
進
国
並
み
の
企
業
負

担
が
あ
れ
ば
、
国
民
負
担
増
を

し
な
く
て
も
社
会
保
障
は
拡
充

で
き
る
こ
と
を
会
員
に
訴
え
て

い
き
た
い
。
今
後
も
国
会
行
動

や
署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

　

こ
ど
も
病
院
移
転
問
題
で
緊

急
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
移
転
反
対
が
45
％
で
一

番
多
く
、
理
由
は
防
災
や
ア
ク

セ
ス
の
問
題
が
多
い
。
県
に
も

移
転
中
止
を
要
請
し
た
。
県
民

へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
強
め
た
い
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
は
、
国
民
皆

保
険
制
度
が
破
壊
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
日
医
な
ど
も
反
対
し

て
い
る
。
当
然
、
私
た
ち
も
反

対
。
医
療
の
問
題
に
加
え
「
食

と
健
康
」
と
い
う
問
題
で
も
訴

え
て
い
き
た
い
。
日
本
の
食
卓

が
輸
入
品
に
占
領
さ
れ
、
危
険

な
食
品
が
入
っ
て
く
る
恐
れ
も

あ
る
。
他
団
体
と
協
力
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

　

福
島
原
発
事
故
は
他
人
事
で

な
い
。
若
狭
湾
の
「
原
発
銀

座
」
で
事
故
が
あ
れ
ば
、
琵
琶

湖
が
放
射
能
汚
染
さ
れ
私
た
ち

も
生
活
で
き
な
く
な
る
。
評
議

員
会
決
議
案
で
も
兵
庫
協
会
と

し
て
初
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換
方
針
を
盛
り
込
ん
だ
。

運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。
御

用
学
者
の
責
任
は
追
及
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
は
御
用
学
者
を
作

り
出
し
た
の
は
東
電
。
東
電
を

免
責
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

　

山
口
協
会
に
も
山
中
先
生
の

意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き

た
い
。
山
口
の
先
生
も
、
危
険

な
原
発
建
設
を
止
め
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
は
私
た
ち
と
同

じ
だ
と
思
う
。
た
だ
、
原
発
立

地
県
特
有
の
複
雑
さ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
も
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
生
活
の
た
め
に
や

む
な
く
賛
成
に
回
っ
て
い
る
人

た
ち
も
含
め
、
働
き
か
け
や
運

動
を
す
る
こ
と
が
原
発
を
な
く

し
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
。

　

河
畑
評
議
員
の
文
書
発
言
に

つ
い
て
、
同
じ
歯
科
医
と
し
て

気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
皆
保
険
制
度
を
破
壊
す

る
危
険
な
も
の
。
歯
科
医
が
海

外
に
行
か
な
く
て
も
日
本
で
働

け
る
よ
う
、
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
求
め
る
運
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。

　

白
岩
先
生
の
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
を
連
絡
会
」
に
つ
い

て
、
現
在
、
全
国
で
七
つ
の
府

県
で
し
か
で
き
て
い
な
い
。
近

畿
で
広
げ
、
さ
ら
に
全
国
に
広

げ
て
い
き
た
い
。

吉岡正雄
副理事長

歯
科
連
絡
会
を

一
層
広
げ
た
い

日
常
診
を

秋
祭
り
に

 

池
内
春
樹
理
事
長

　

各
支
部
・
専
門
部
で
先
生
方

が
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
こ

と
に
い
つ
も
感
動
し
て
い
る
。

　

日
常
診
療
経
験
交
流
会
で
は

先
生
方
の
日
頃
の
趣
味
を
展
示

会
で
発
表
し
て
も
ら
い
、
各
支

部
の
隠
れ
た
名
産
品
な
ど
も
広

め
て
も
ら
い
た
い
。
来
年
は
各

支
部
か
ら
実
行
委
員
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
日
常
診
を
協
会
の

楽
し
い
秋
祭
り
に
し
た
い
。

題
が
多
い
が
、
み
な
の
知
恵
を

集
め
て
医
師
不
足
の
解
消
に
役

立
て
て
い
き
た
い
。

徴
は
医
科
の
先
生
方
の
支
援
。

今
後
も
お
願
い
し
た
い
。
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秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー

お申し込み、お問い合わせは、☎078－393－1817　吉永まで

文化部ファミリーパーティー そば打ち体験

　三田・永沢寺そば道場のそば打ち愛好家で、全麺協三段、地方認定
審査員としてもご活躍の福田俊明先生にご指導いただきます。ご家
族、スタッフお誘いあわせてご参加ください。

日　時　12月23日（金・祝）10時～14時
会　場　こうべ市民福祉交流センター
指　導　三田市・福田歯科医院　福田　俊明先生
参加費　大人1500円　子ども500円
定　員　30人（事前申込順）

て
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
山

道
を
登
っ
て
い

き
ま
し
た
。
山

の
名
前
は
「
虚

空
蔵
山
」
で
、

５
９
６
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
で

す
。
ま
た
歩
い

て
い
く
と
、

「
虚
空
蔵
堂
」

と
い
う
お
寺
が

あ
り
ま
し
た
。

鐘
が
あ
っ
た
の

で
鳴
ら
し
た

聖護院門跡で記念写真

　

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
弟

と
家
か
ら
宝
塚
駅
ま
で
行
っ
て

電
車
に
乗
り
、
藍
本
駅
で
降
り

ま
し
た
。
少
し
歩
い
た
ら
「
酒

垂
神
社
」
が
あ
り
ま
し
た
。
立

札
に
昔
の
算
数
の
問
題
が
書
い

ま
た
作
り
た
い
な

楽
し
い
陶
芸
教
室

感 想 文

ら
、
い
い
音
が
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
登
っ
て
行
く
と
、
急

な
山
道
に
な
っ
て
滑
り
そ
う
な

場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
木
を
つ

か
み
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。
何

回
か
こ
け
そ
う
に
な
っ
た
け

ど
、
木
を
つ
か
ん
で
い
た
か
ら

こ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

登
る
前
は
少
し
暑
か
っ
た
け

ど
、
山
道
は
涼
し
か
っ
た
で

す
。
も
う
す
ぐ
山
頂
と
い
う
と

こ
ろ
で
岩
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
最
後
登
る
の
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
な
ん
と
か
山
頂
に
着

き
ま
し
た
。
山
頂
に
着
い
て
景

色
を
見
ま
し
た
。
淡
路
島
の
方

は
か
す
ん
で
い
て
よ
く
見
え
な

か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。

　

山
頂
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
し

た
。
食
べ
終
わ
っ
て
山
を
下
り

ま
し
た
。
行
き
の
道
と
違
う
道

を
下
り
ま
し
た
。
杉
の
木
が
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
太
陽
の
光
が

あ
た
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、

昼
な
の
に
暗
い
道
で
し
た
。
急

な
坂
道
や
階
段
が
多
く
、
靴
が

は
ま
っ
た
り
、
少
し
滑
っ
て
２

回
こ
け
ま
し
た
。

　

ふ
も
と
に
下
り
た
ら
、
そ
こ

が
「
立
杭
陶
の
郷
」
で
し
た
。

し
ば
ら
く
休
憩
し
て
立
杭
焼
の

陶
芸
教
室
（
稲
右
衛
門
窯
）
に

行
き
ま
し
た
。

　

陶
芸
教
室
で
は
、
窯
元
の
先

生
（
稲
右
衛
門
先
生
）
と
引
率

の
先
生
（
福
田
先
生
）
が
色
々

と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
楽
し

く
丁
寧
に
作
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
お
皿
を
作
っ
て
お
皿

に
熊
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
熊

も
作
り
た
く
な
っ
た
と
言
っ
た

ら
、
福
田
先
生
が
熊
の
形
を
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
目

を
描
い
て
鼻
を
付
け
た
ら
可
愛

く
な
り
ま
し
た
。
焼
い
た
も
の

は
ま
た
後
で
家
に
送
ら
れ
て
来

る
そ
う
で
す
。
陶
芸
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
作
っ

て
み
た
い
で
す
。

【
伊
丹
市　

　

ま
え
の
耳
鼻
咽
喉
科

 

前
野　

晴
香
（
小
３
）】

ガ
ラ
シ
ャ
の
壮
絶
な

生
き
様
に
思
い
は
せ

感 想 文

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
11
月
13

日
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
京
都

へ
の
秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー 

「
甘
春

堂
の
和
菓
子
作
り
体
験
と
大
徳

寺
高
桐
院
で
紅
葉
狩
り
」
を
開

催
。
９
医
療
機
関
か
ら
会
員
・

ス
タ
ッ
フ
・
家
族
ら
23
人
が
参

加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を

紹
介
す
る
。

　

父
・
明
智
光

秀
の
謀
反
の
た

め
「
逆
臣
の

娘
」
と
な
り
、

夫
の
手
で
幽
閉

さ
れ
る
運
命

に
。
信
仰
を
求

め
て
カ
ト
リ
ッ

ク
に
帰
依
す
る

も
、
戦
国
の
激

動
で
徳
川
方
に

つ
い
た
夫
の
足

手
ま
と
い
に
な

る
ま
い
と
、
屋

敷
に
火
を
放

ち
、
自
害
を
遂

げ
た
と
い
い
ま
す
。
戦
乱
の
世

で
は
、
姫
君
と
い
え
ど
壮
絶
な

生
き
様
だ
っ
た
な
と
、
し
ば
し

歴
史
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

紅
葉
に
は
少
し
早
か
っ
た
の

で
す
が
、
美
し
い
庭
園
を
散
策

し
た
後
は
、
目
に
も
鮮
や
か
な

京
料
理
。
聖
護
院
・
御
殿
荘

で
、
次
々
と
運
ば
れ
て
く
る
温

か
い
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

フ
リ
ー
タ
イ
ム
は
、
華
や
か

な
朱
塗
り
の
楼
閣
、
平
安
神
宮

へ
足
を
の
ば
し
、
ま
た
、
足
湯

で
疲
れ
を
癒
や
し
、
お
買
い
物

も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
甘
春
堂
に
て
熟
練

の
和
菓
子
職
人
の
指
導
に
よ
る

生
菓
子
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し
い

京
都
日
帰
り
の
旅
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
相
生
市
・
河
原
医
院

 

職
員　

西
脇
加
代
子
】

11人が参加し、大人から子どもまで陶芸作りに挑戦

　

認
知
症
に
対
す
る
関
心
は
、

医
師
の
間
で
も
徐
々
に
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
方

々
の
方
が
よ
り
高
い
こ
と
を
感

じ
る
こ
の
頃
で
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
行
政
も
関
わ
っ
て
医
療
連

携
に
お
け
る
、
か
か
り
つ
け
医

と
専
門
医
を
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト

医
の
育
成
が
急
が
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
認
知
症
の
基

礎
知
識
と
い
う
テ
ー
マ
に
目
が

留
ま
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
つ
ち
や
ま
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
土
山
雅
人
先
生
に
よ

る
お
話
の
第
一
歩
は
、
難
し
い

分
類
で
は
な
く
、
認
知
症
の
と

ら
え
方
に
つ
い
て
先
生
の
イ
メ

ー
ジ
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
認
知
症
と
い
う
言

葉
を
使
う
時
、
知
的
機
能
の
落

ち
た
状
態
で
あ
る
認
知
症
症
状

と
、
認
知
症
症
状
を
き
た
す
疾

地
域
連
携
の
必
要
性
痛
感

感 想 文

認知症の基礎から地域連携
課題まで講演した土山先生

患
と
い
う
意
味
で
認
知
症
疾
患

と
、
両
方
の
意
味
が
混
同
し
て

使
わ
れ
る
の
で
と
ら
え
に
く
い

一
面
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
認
知
症
の
中
で
も

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
（
以
下
Ａ

Ｄ
）、
レ
ビ
ー
小
体
型
（
Ｄ
Ｌ

Ｂ
）、
前
頭
側
頭
型
（
Ｆ
Ｔ

Ｄ
）
の
三
つ
に
つ
い
て
、
神
経

内
科
の
立
場
か
ら
解
説
さ
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
脳
に
お
け
る

進
行
性
の
変
性
疾
患
で
あ
り
、

や
が
て
死
に
至
る
と
い
う
こ
と

を
強
調
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

各
々
の
症
状
、
状
態
の
違
い
、

重
な
っ
て
く
る
部
分
な
ど
を
解

説
、
そ
の
違
い
か
ら
治
療
や
対

応
の
仕
方
も
違
っ
て
く
る
こ
と

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ア
カ
ッ
ト
な
お
話
に
、

「
よ
う
し
、
こ
れ
で
私
も
明
日

か
ら
認
知
症
を
診
れ
る
か
も

…
」
と
思
い
か
け
ま
し
た
。
し

か
し
、
患
者
１
人
の
脳
に
は
Ａ

Ｄ
型
病
変
や
Ｄ
Ｌ
Ｂ
型
病
変
あ

る
い
は
脳
血
管
障
害
の
病
変
が

混
在
し
て
い
る
こ
と
が
ま
れ
で

は
な
い
と
の
こ
と
で
、
そ
ん
な

生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
と

わ
か
り
ま
し
た
。

　

同
情
や
思
い
や
り
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
と
同
時
に
、
病

名
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
た
り
、
治
療
を
す
る
だ

け
で
も
対
応
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
家
族
、
介
護
者
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
者
が
、

そ
の
人
の
症
状
、
病
態
に
応
じ

た
対
応
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
の
こ
と
か
ら
、
地
域
連
携

を
進
め
る
必
要
性
を
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。

 

【
伊
丹
市　

荘
司　

康
嗣
】

熱心に聞き入る市民ら

座
を
開
催
。
市

民
な
ど
31
人
が

参
加
し
た
。

「
快
適
な
社
会

生
活
を
送
る
た

め
に
〜
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群

の
病
態
・
診
断

・
治
療
」
を
テ

ー
マ
に
西
脇
市

・
は
や
し
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
の
林
武
志
先

生
（
北
播
支
部

世
話
人
）
が
講

演
し
た
。

　

北
播
支
部
は
11
月
12
日
、
小

野
市
商
工
会
館
で
市
民
公
開
講

　

林
先
生
は
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
が
原
因
で

起
こ
っ
た
事
故
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
特
徴
や
症

状
、
日
常
生
活
に
及
ぼ
し
う
る

影
響
を
解
説
。
放
置
す
る
と
社

会
的
に
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

る
た
め
受
診
の
必
要
性
を
強
調

し
た
。

　

治
療
法
と
し
て
、
外
科
手

術
、
Ｏ
Ａ
（
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
）、
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
な
ど
を
紹
介

し
、
特
に
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て

は
実
際
の
機
械
も
示
し
て
詳
し

く
解
説
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
丁
寧
な
説

明
で
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
危
険
性
を
よ
く

理
解
で
き
た
」「
家
族
に
受
診

を
勧
め
た
い
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
、
好
評
を
得
た
。

　

北
播
支
部
で
は
毎
年
、
医
療

に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
で
同

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

　

北
阪
神
支
部
は
11
月
10
日
に

宝
塚
ホ
テ
ル
で
、
在
宅
医
療
研

究
会
「
認
知
症
の
基
礎
知
識
〜

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
、
レ
ビ
ー

小
体
型
、
前
頭
側
頭
型
」
を
開

催
。
土
山
雅
人
協
会
理
事
を
講

師
に
67
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

危
険
性
・
治
療
法
な
ど
講
演

どう見極める？
歯科材料の新しい知識

～義歯床用レジン、口腔保湿剤ほか～

日　時　2012年１月22日（日）14時～
会　場　協会会議室
講　師　福岡県飯塚市・医療法人
　　　　康和会理事　廣瀬　知二先生

歯科定例研究会

お申し込み・お問い合わせは、　　
　　☎078－393－1809　岡林まで

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
11
月
３

日
、「
虚
空
蔵
山
ハ
イ
キ
ン
グ

・
県
立
陶
芸
美
術
館
見
学
＆
陶

芸
教
室
」
を
開
催
し
た
。
小
学

校
３
年
生
の
前
野
晴
香
さ
ん
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

う
ら
ら
か
な
秋
の
一
日
、
協

会
姫
路
・
西
播
支
部
恒
例
の
バ

ス
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
車

窓
か
ら
古
都
の
風
景
を
楽
し
む

う
ち
、
は
や
紫
野
・
大
徳
寺
に

到
着
。
歴
史
に
不
明
な
私
で
も

名
を
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
、
細

川
ガ
ラ
シ
ャ
ゆ
か
り
の
塔
頭

（
た
っ
ち
ゅ
う
）
を
見
学
し
ま

し
た
。
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薬
科
部
は
11
月
５
日
、
第
２

回
薬
剤
師
の
た
め
の
フ
ィ
ジ
カ

ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
究
会
を
開

催
。「
聴
診
」
を
テ
ー
マ
に
西
宮

市
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

広
川
恵
一
先
生
が
講
演
し
、
薬

剤
師
ら
52
人
が
参
加
し
た
。
参

加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

私
は
、
聴
診
器
を
触
る
の
も

初
め
て
。
ご
厚
意
で
貸
し
て
い

た
だ
い
た
聴
診
器
を
、
実
際
に

手
に
取
り
な
が
ら
の
研
究
会
で

し
た
。

　

ま
ず
は
、
前
回
の
お
さ
ら
い

の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
確
認
や

聴
診
器
の
構
造
か
ら
進
め
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
初
心
者
の
私

に
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
、
聴
診
器
の
選
び
方

や
実
際
に
使
用
す
る
時
の
コ
ツ

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

膜
や
ベ
ル
の
部
分
は
、
体
に

当
て
る
前
に
、
ヒ
ヤ
ッ
と
し
て

患
者
さ
ん
が
ビ
ッ
ク
リ
し
な
い

よ
う
に
、
手
で
温
め
て
お
く
そ

う
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分

が
患
者
さ
ん
だ
っ
た
と
考
え
る

と
…
。
冷
た
い
の
を
当
て
ら
れ

る
の
と
温
め
ら
れ
た
も
の
と
で

は
、
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
気
遣
い
は
、
聴
診

だ
け
に
限
ら
ず
、
患
者
さ
ん
に

接
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

広
川
先
生
は
、「
患
者
さ
ん

に
教
え
て
も
ら
っ
て
る
」
と
何

度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
て

い
て
、
そ
の
姿
勢
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

え
る
言
語
は
三
つ
。spoken 

language 

とbody language 

とorgans language

だ
そ
う
で

す
。

　

歯
科
部
会
は
11
月
13
日
、
協

会
会
議
室
で
定
例
研
究
会
を
開

催
し
、52
人
が
参
加
し
た
。「
自

分
に
ぴ
っ
た
り
の
材
料
を
活
か

す
！
〜
交
通
整
理
を
し
て
、
臨

床
に
活
か
そ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
保

存
修
復
学
講
座
准
教
授
の
冨
士

谷
盛
興
先
生
が
講
演
し
た
。
参

加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
は
、
冨
士
谷
盛
興
先
生

を
お
招
き
し
、
修
復
材
料
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
厚
労
省
の
委
員
で

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、

紙
面
で
は
書
け
な
い
厚
労
省
や

財
務
省
の
興
味
深
い
裏
話
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
題
は
３
項
目
で
、
①
自
分

に
ピ
ッ
タ
リ
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
材
は
？　

②
知

覚
過
敏
抑
制
材
は
、
何
を
使
え

ば
よ
い
か
？　

③
新
し
い
ジ
ャ

ン
ル
の
修
復
用
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
、
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ブ
ル
レ
ジ

ン
を
使
い
こ
な
す
！　

で
し

初
め
て
聴
い
た

organs language

感 想 文 薬
科
部
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
究
会
「
聴
診
」

２．診療内容に係る事項
（傷病名、検査、投薬、注射等）
・診断に対する根拠および治療効果につ
いて、明確に診療録に記載すること。
・不適切な診断名がある（鉄欠乏性貧
血、胆のう結石症等）。
・傾向的または安易につけられた疑い病
名がある（糖尿病性腎症の疑い）。
・症状・所見および検査結果に基づく医
学的に適切な診断が行われていない。
・検査項目・回数が治療に的確に反映さ
れる範囲内で行われていない。
・自覚症状、所見からその必要性が明確
でなく、段階を踏んで施行されていない
例が認められた（尿一般、尿Alb、シス
タチンC精密等）。
・非特異的IgEと特異的IgEの同時実施に

ついて、必要性を考慮して行うこと。
・同じ検査が数回にわたる場合は、必要
性についてコメントを記載すること。
・超音波検査について、所見の診療録へ
の未記載および検査記録がない。
・内視鏡検査時のグルカゴン注射の使用
について、その必要性をレセプトにコメ
ントすること。
・漢方薬の処方は原則１剤のみとなって
いるので、２剤以上の場合は必要性に留
意すること。
・薬の副作用を抑えるために胃薬を処方
し、「慢性胃炎」との病名をつけるのは
不適切なので改めること。
・ビタミン剤の投薬、注射については必
要性を十分考慮すること。
・プリンぺラン注とブスコパン注の併用
は適切でないので改めること。 （続く）

2010年度の個別指導に
 おける指摘事項（医科）②

第472回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

生活習慣病と骨粗鬆症の診療
日　時　2012年１月28日（土）17時～19時　　会　場　協会会議室
講　師　近畿大学医学部 再生機能医学講座　主任教授
　　　　神戸大学大学院医学研究科　糖尿病内分泌内科　客員教授

 　梶　博史先生
共　催　大正富山医薬品株式会社

　近年、糖尿病、高血圧、脂質異常症、
CKD（慢性腎臓病）など生活習慣病の患
者数が増加してきた。しかし、これら生
活習慣病の診療は内科医が主体となって
行われており、そのなかであまり骨粗鬆
症についてのケアがなされてこなかった
のが現状である。２型糖尿病では骨密度
が低下しないことが多いが、最近２型糖
尿病でも骨折リスクが増加することが明
らかとなった。糖尿病では一般に骨芽細
胞による骨形成低下が優勢になることに
より、骨粗鬆症になると考えられている

が、既存の骨代謝マーカーでの診療が難
しい面がある。これらの問題点につい
て、現在、種々のマーカーの研究が行わ
れ、いくつかの期待される指標が存在す
る。本講演では、糖尿病と骨粗鬆症の関
連について、さらに糖尿病患者における
骨粗鬆症診療について述べたい。また、
骨粗鬆症患者では、心血管リスクが高い
ことが明らかとなってきており、骨血管
連関や最近注目されてきているCKDと骨
粗鬆症の関連についても概説したい。
 【梶　記】

自分にぴったりの
修復材料を選んで

感
想
文

歯科定例研究会

た
。

　

ワ
ン
ス
テ
ッ

プ
は
ち
ょ
っ
と

な
…
と
い
う
先

生
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
で
し
ょ
う

が
、
ス
テ
ッ
プ

を
簡
略
化
せ
ず

ち
ゃ
ん
と
や
れ

ば
、
臨
床
的
に

は
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

「
ち
ゃ
ん
と

や
る
」
と
は
、

エ
タ
ノ
ー
ル
や

ア
セ
ト
ン
含
有

の
た
め
、
使
用

直
前
に
採
取
す
る
。
せ
め
て
１

滴
は
出
す
、
す
ぐ
キ
ャ
ッ
プ
を

閉
め
る
、
マ
イ
ク
ロ
ブ
ラ
シ
で

新
し
い
液
を
何
度
か
塗
り
足
す

よ
う
に
塗
布
、
中
か
ら
強
圧
エ

ア
ー
で
水
を
飛
ば
す
、
な
ど
で

す
。
ど
の
製
品
を
選
ぶ
か
は
、

コ
ス
ト
、
時
間
、
臨
床
ス
タ
イ

ル
に
よ
り
ま
す
。

　

次
に
知
覚
過
敏
抑
制
材
に
つ

い
て
は
、
①
象
牙
細
管
口
を
封

鎖
す
る
、
②
細
管
内
組
織
液
を

固
定
す
る
、
③
神
経
や
象
牙
芽

細
胞
を
鈍
麻
の
三
つ
の
治
療
戦

略
か
ら
、
製
品
の
使
う
順
番
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
医
歯
薬
出
版
「
象
牙
質
知
覚

過
敏
症
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
最
新
の
イ
ン
ジ
ェ

ク
タ
ブ
ル
レ
ジ
ン
は
、
ペ
ー
ス

ト
タ
イ
プ
よ
り
物
性
の
優
れ
た

物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど

ん
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
洲
本
市
・
歯
科

 

伏
見　

竜
治
】

材料の特徴や使い方について講演

ず
、
聴
き
取
り
に
く
か
っ
た
で

す
。
当
て
る
位
置
が
悪
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
も
、
広
川
先
生
の
話

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
心
音
が
聴

こ
え
て
、
な
る
ほ
ど
…
と
感
心

し
ま
し
た
。
あ
と
で
、
Ｃ
Ｄ
で

実
際
の
心
音
や
気
管
支
音
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
け
て
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」

と
言
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
百

説
明
は
一
聞
に
し
か
ず
」（
笑
）

と
言
え
る
気
持
ち
で
し
た
。

　

な
か
な
か
聴
診
す
る
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
伊
丹
市
・
薬
剤
師

 

上
村
佑
季
子
】

聴診器の使い方を実演
　

初
め
て
聴
い

た organs 
language

は
、

イ
ン
パ
ク
ト
大

で
し
た
。
せ
っ

か
く
教
え
て
く

れ
る
の
に
、
聴

か
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
で

す
よ
ね
。

　

聴
診
器
を
付

け
て
聴
い
て
み

た
自
分
の
心
音

は
意
外
と
小
さ

く
し
か
聞
こ
え

※ これまでお送りしている先生には、引き続き送付させていただきますの
で、ご連絡は不要です。

　協会では、『会費・保険料等入金済のお知らせ』（下のカコミ参照）を、
ご希望の先生にお送りしています。発送は１月下旬頃の予定です。
　ご入用の先生は、共済部（☎0 7 8－3 9 3－1 8 0 5／FAX07 8－3 9 3－
1802）までご一報ください。

振替種別 銀行名 支店名 預金種目 口座番号
1 基金
2 郵便振込
3 銀行 3
4 銀行 4
5 銀行 5
7 その他
8 郵便振替

見 本見 本
※下表は一旦収納した金額を表示しており、収納後に解
　約等により返金した金額も含んでおりますのでご了承
　ください。また、『金額／種別』は、それぞれ振替金
　額、振替種別を表しています。また、同一枠内の上段
　は当月振替・下段は前月までの未収分の振替等を表し
※下表と右記の取扱金融機関は作成日時点のご指定金融
　機関となっています。
※「控除証明書」は毎年11月頃に保険会社から送付されます。

会費・保険料等入金済のお知らせ
2011年01月～2011年12月までに、下表の入金いただきま
したのでお知らせいたします。

2011/01
金額/種別

2011/02
金額/種別

2011/03
金額/種別

2011/04
金額/種別

2011/05
金額/種別

2011/06
金額/種別

2011/07
金額/種別

2011/08
金額/種別

2011/09
金額/種別

2011/10
金額/種別

2011/11
金額/種別

2011/12
金額/種別 計

会費 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 3,000 1 36,000

年金 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 20,000 1 240,000

年金 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 10,000 1 120,000
休業保
障　　 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 9,000 1 108,000
グルー
プ保険 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 13,500 1 162,000

合計 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 55,500 666,000

『会費・保険料等入金済のお知らせ』

ご入用の先生は協会へお知らせください

日　時　2012年１月14日（土）15時45分～
会　場　県農業会館11階
講　師　 大阪大学医学部附属病院感染防御部教授
　　　　朝野　和典先生

薬剤師が行う新しい肺炎の診断と治療

お申し込みは、☎078－393－1803まで

薬科部研究会



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（８）第１６７３号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１１年(平成２３年)１２月５日(毎月３回５・15・25日発行)

はじめに
　インフルエンザは、毎年避けては通れ
ない感染症です。新型インフルエンザへ
の対応も加わり、常に私たちは新しいエ
ビデンスにあたりながら、この古くて新
しい感染症との闘いを続けていかなけれ
ばなりません。
　インフルエンザは流行性疾患であり、
いったん流行が始まると、短期間に多く
の人へ感染が広がります。例年、日本で
は11月から４月にかけて流行しますが、
私が仕事をしている沖縄県では、夏でも
流行を認めています。
　実は、夏と冬の流行により２峰性を示
すのが、東南アジアのインフルエンザ流
行パターンであり、沖縄の流行が東南ア
ジアに一致するようになったとも言われ
ています。その原因は明らかではありま
せんが、地球温暖化に伴い沖縄での流行
が亜熱帯型に移行してきているのかもし
れません。
　本土の気候も変わってきていますか
ら、これからは夏場においても（沖縄や
海外からの持ち込み事例を含め）、イン
フルエンザに十分注意する必要がありそ
うです。
　2009年の新型インフルエンザ発生前
は、国内で流行しているインフルエンザ
は、Ａ型のうちH１N１亜型（ソ連型）
とH３N２亜型（香港型）、そしてＢ型の
３種類でした。これに、H１N１／2009
亜型（新型インフルエンザから呼称を変
更）が加わるわけですが、抗原性が近い
亜型が共存しながら流行しうるかどうか
は興味深いテーマでもあります。
　H１N１亜型（ソ連型） かH１N１／
2009亜型のうち、感染力の弱い方の亜型
が、やがて淘汰されていくのではないか
と筆者は考えています。

インフルエンザの治療薬について（表）
　2011年10月現在、国内で使用できるイ
ンフルエンザ治療薬は、５種類になりま
した。適応や用法も様々ですから、患者
さんの状況に応じて使い分けることが大
切です。効果はおおよそ共通していて、
発熱期間を通常１～２日間短縮し、ウイ
ルス排泄量を減少（周囲への感染力を低
下）させます。
　なお、症状が出てから48時間以降に服
用を開始した場合には、十分な効果は期
待できないと言われていますが、それで
も未治療に比べると、重症化や死亡率減
少に貢献するかもしれないというエビデ
ンスもあります１）。
　オセルタミビルの適応に、「インフル
エンザウイルス感染症と診断された患
者」とあることから、迅速検査で陽性を
確認しなければならないとの誤解が一部
にあるようです。しかし、臨床的に診断
がされれば、迅速検査の結果によらずと
もオセルタミビルの処方は可能です。
　ザナミビルの適応に年齢制限はありま
せんが、実際は吸入薬が使える年齢（お
およそ５歳以上）でなければなりませ
ん。吸入がうまくいかず、口の中に残っ

ポストパンデミックの
インフルエンザ診療

沖縄県立中部病院　感染症内科　 高山　義浩先生講演

たものを飲み込んでも、消化液で分解さ
れてしまうので効果はありません。自力
で吸入できない小児や高齢者、重症患者
などに、ネブライザーで吸入させること
があるようですが、これは適応外の使用
法であり、危険なので試みないようにし
てください。
　海外では、同様の方法で投与された妊
婦が死亡するという事故が発生してお
り、米FDA（食品医薬品局）は「定めら
れた使用法以外でザナミビルを投与しな
いように」と医療関係者に注意を呼びか
けています２）。ザナミビルに含まれてい
る乳糖の粘着性が、気管支を詰まらせる
可能性があるようです。
　最も安価なのはアマンタジンですが、
耐性ウイルスが広がっているなど、すで
にインフルエンザの治療には適さないと
考えられています。残念なことです。
　ペラミビルは唯一の点滴静注薬という
特徴がありますから、重症例の入院治療
で選択されることになると思います。た
だ、経管であればオセルタミビルも投与
可能ですから、あえて新薬であるペラミ
ビルを選択しなければならない状況があ
るのかは疑問があります。
　ペラミビル、ラニナビルともに、投与
方法は異なるものの、どちらも１回の投
与が特徴であり、患者さんにとってコン
プライアンスの面でメリットになると思
います。ただ、新薬だからと飛びつくこ
となく、耐性を誘導しないよう、適応を
考えながら大切に使っていきたいところ
です。

薬剤耐性ウイルスについて
　薬剤耐性ウイルスは、ウイルスが増殖
する過程において、特定の遺伝子に変異
が起こることにより生じると考えられて
います。本来有効である治療薬に対し有
効性の低下（耐性）を示しますが、薬剤
耐性のウイルスだから病原性が強くなる
ということは知られていません。また、
耐性遺伝子の変異は、ワクチンの効果に
影響を及ぼしません。
　日本では、アマンタジンの耐性ウイル
スが広がっていますが、加えて、H１N
１亜型（ソ連型）においてオセルタミビ
ル耐性のウイルスが分離されるようにな
りました。また、H１N１／2009亜型で
もオセルタミビル耐性が国内で発見され
ています。一方、H３N２亜型（香港型）
とＢ型ウイルスについては、現在のとこ
ろ、オセルタミビル耐性は確認されてい
ません。
　個別の患者さんについて、ウイルスの
亜型や薬剤耐性についての検査を実施す
ることはできません。迅速診断キットの
結果を参考に、地方衛生研究所や国立感
染症研究所が実施している最新のサーベ
イランスの情報などから、総合的に勘案
することが求められます。
　都道府県別のウイルス分離・検出状
況、そして薬剤耐性のインフルエンザウ
イルスの最新の状況は、国立感染症研究
所のホームページで参照できます３）。

文　献
１） Lee N et al：Outcomes of adults 

hospitalised with severe influenza. 
Thorax, 2010；65, 510-515.

２） FDA：Relenza（zanamivir）Inhalat-
ion Powder；http://www.fda.gov/
Safety/MedWatch/SafetyInformation/

SafetyAlertsforHumanMedicalProduct
s/ucm186081.htm

３） 国立感染症研究所感染症情報センタ
ー：インフルエンザウイルス分離・
検出速報　http://idsc.nih.go.jp/iasr/
influ.html

　表　インフルエンザの治療薬
一般名 オセルタミビル ザナミビル

商品名 タミフル リレンザ

適　応 Ａ型・Ｂ型インフルエンザ Ａ型・Ｂ型インフルエンザ

投与経路 経口 吸入

投与量
成人もしくは37.5㎏以上の小児では
１回75㎎を、それ以外の小児では１
回２㎎/㎏を１日２回投与。

１回10㎎（２ブリスター）を１日２
回投与。

投与期間 ５日間 ５日間

薬価（成人） 3,091円（５日分） 3,374円（５日分）

一般名 ペラミビル ラニナビル アマンタジン

商品名 ラピアクタ イナビル シンメトレル

適　応 Ａ型・Ｂ型インフルエンザ Ａ型・Ｂ型インフルエンザ Ａ型インフルエンザ

投与経路 点滴静注 吸入 経口

投与量

成人では300㎎を、小
児では10㎎/㎏を15分以
上かけて投与。 ただ
し、重症者では１日１
回600㎎の連日反復も
可。

成人と10歳以上の小児
では40㎎を、10歳未満
では20㎎を投与。

１日100㎎を１～２回
に分割投与。

投与期間 単回投与 単回投与 最長７日間まで

薬価（成人） 5,634円（１回分） 4,161円（１回分） 436.1円（７日分）

年開催日 テーマ 講師

10
年

１／23 喘息治療の実際～診断から最新の治療まで～
京都大学大学院　医学研究科長　
呼吸器内科学准教授　新実彰男先生

２／11 プライマリケアのための関節のみかた　①上肢
医療法人社団健育会　西伊豆病院　
院長　仲田和正先生

２／11 プライマリケアのための関節のみかた　②下肢
医療法人社団健育会　西伊豆病院　
院長　仲田和正先生

２／11 プライマリケアのための関節のみかた　③腰、頚椎
医療法人社団健育会　西伊豆病院　
院長　仲田和正先生

３／13 消化管非上皮性腫瘍の最新の診断と治療
兵庫医科大学病院　消化器内科　
准教授　渡二郎先生

５／22 子宮頸がんの予防ワクチン 神戸市立医療センター中央市民病院　
産婦人科部長　北正人先生

７／24
皮膚疾患に対する心身両面からのア
プローチ～コミュニケーション法か
らトラウマ・ケアまで～

兵庫医科大学皮膚科　講師　
上田英一郎先生

９／25 アドバンスド身体診察法 筑波大大学院人間総合科学研究科臨床
医学系教授　徳田安春先生

10／２
イ ン フ ル エ ン ザ パ ン デ ミ ッ ク
（H1N1）2009の対応への教訓と今後
の課題

東北大学大学院医学系研究科　教授　
押谷　仁先生

10／23 ひらめき診断術『キーワードを探せ』藤田保健衛生大学　一般内科・救急総合診療部准教授　山中克郎先生

11
年

３／12
百日咳の血清学的診断と成人百日咳
の予防～百日咳の実験室診断－お父
さん・お母さん！その咳大丈夫？

北里生命科学研究所　所長　
中山哲夫先生

４／23
２型？１型？鑑別が必要な糖尿病の
病態～１型糖尿病のすべて・病態か
ら生活指導まで～

埼玉社会保険病院　副院長　
丸山太郎先生

５／23 OCの確実な避妊効果と利点の伝え方～その普及のために～
弘前女性クリニック　院長　
蓮尾豊先生

　協会研究部主催の講演DVDを作成しています。価格はいずれも１枚1,000円。ご
注文は、☎078－393－1803研究部まで。※本DVDは会員の先生方個人の視聴用の
みにご利用ください。 （2008～09年開催分は前号に掲載）

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで
診療内容向上研究会ほか講演録DVD


